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(57)【要約】
　記録範囲をクローズする方法及び装置、記録媒体をク
ローズする方法及び装置、管理情報を記録する方法及び
装置、記録媒体の記録／再生方法及び装置と記録媒体を
提供する。記録媒体のユーザーデータ領域に割り当てら
れた記録範囲をクローズする方法において、前記記録媒
体の記録媒体情報から記録媒体のタイプを確認し、前記
記録媒体のタイプが、前記記録範囲内の記録領域が未記
録領域より高い反射率を有することを示す場合、前記未
記録領域を記録領域に変更することを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体のユーザーデータ領域に割り当てられた記録範囲をクローズする方法であって
、
　前記記録媒体の記録媒体情報から記録媒体のタイプを確認するステップと、
　前記記録媒体のタイプが、記録領域が未記録領域より高い反射率を有することを示す場
合、前記記録範囲内の前記未記録領域を記録領域に変更するステップと
　を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記記録範囲が未記録領域を含まないことを示すインジケータを前記記録媒体の管理領
域に記録するステップをさらに有することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記記録媒体のタイプは、前記記録媒体情報内で定義されたプッシュプル（ｐｕｓｈ－
ｐｕｌｌ）極性によって確認されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記記録媒体の前記プッシュプル極性はネガティブであることを特徴とする請求項３に
記載の方法。
【請求項５】
　前記記録媒体のタイプは、前記記録媒体情報内で定義された記録マーク極性によって確
認されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記記録媒体のタイプが、前記記録領域が前記未記録領域より低い反射率を有すること
を示す場合、前記記録範囲内の前記未記録領域を記録領域に選択的に変更することを特徴
とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　記録媒体のユーザーデータ領域に割り当てられた記録範囲を少なくとも一つクローズす
る方法であって、
　前記記録範囲で有効データが記録された最後の地点を確認するステップと、
　前記記録範囲で有効データが記録された最後の地点の次に認識情報を記録するステップ
と
　を有し、
　前記認識情報は、前記認識情報の前にあるデータが前記記録範囲で最後に記録された有
効データであることを示すことを特徴とする方法。
【請求項８】
　前記認識情報を前記記録範囲の終了部分に記録するステップをさらに有することを特徴
とする請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記認識情報は、前記有効データが記録された最後の地点の次に形成されたガード領域
に記録されることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記記録媒体は、未記録領域より記録領域で高い反射率を有することを特徴とする請求
項７に記載の方法。
【請求項１１】
　記録媒体のユーザーデータ領域に割り当てられた記録範囲をクローズする装置であって
、
　前記記録媒体にデータを記録、又は前記記録媒体からデータを再生するピックアップ部
と、
　前記記録媒体の記録媒体情報から記録媒体のタイプを確認し、前記記録媒体のタイプが
、前記記録範囲内の記録領域が未記録領域より高い反射率を有することを示す場合、前記
ピックアップ部を制御して前記未記録領域を記録領域に変更する制御部と
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　を備えることを特徴とする装置。
【請求項１２】
　記録媒体のユーザーデータ領域に割り当てられた記録範囲をクローズする装置であって
、
　前記記録媒体にデータを記録、又は前記記録媒体からデータを再生するピックアップ部
と、
　前記記録範囲で有効データが記録された最後の地点を確認し、前記ピックアップ部を制
御して前記記録範囲で有効データが記録された最後の地点の次に認識情報を記録する制御
部と
　を備えることを特徴とする装置。
【請求項１３】
　記録媒体に管理情報を記録する方法であって、
　前記記録媒体内のユーザーデータ領域に記録範囲を少なくとも一つ割り当てるステップ
と、
　前記記録範囲の状態情報を含む管理情報を前記記録媒体の管理領域に記録するステップ
と
　を有し、
　前記状態情報は、前記記録範囲が未記録領域を含むか否かを示す第１インジケータを含
むこと
　を特徴とする方法。
【請求項１４】
　前記状態情報は、前記記録範囲が前記ユーザーデータ領域で有効データを含む最後の記
録範囲であるか否かを示す第２インジケータをさらに含むことを特徴とする請求項１３に
記載の方法。
【請求項１５】
　前記最後の記録範囲は、認識情報をさらに含み、前記認識情報は、前記認識情報の前に
あるデータが前記記録範囲で最後に記録された有効データであることを示すこと
　を特徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記第２インジケータは、前記記録媒体のタイプによって選択的に記録されることを特
徴とする請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　一つ以上の記録範囲が割り当てられた記録媒体をクローズする方法であって、
　前記記録媒体のユーザーデータ領域で有効データを含む最後の記録範囲にガード領域を
形成するステップと、
　前記記録媒体の前記最後の記録範囲を確認するのに用いられるインジケータを前記記録
媒体の管理領域に記録するステップ
　を有することを特徴とする方法。
【請求項１８】
　記録範囲が少なくとも一つ割り当てられたユーザーデータ領域と、
　前記記録範囲の状態情報を含む管理情報を保存する管理領域と
　を有し、
　前記状態情報は、前記記録範囲が未記録領域を含むか否かを示す第１インジケータを含
むこと
　を特徴とする記録媒体。
【請求項１９】
　前記状態情報は、前記記録範囲が前記ユーザーデータ領域で有効データを含む最後の記
録範囲であるか否かを示す第２インジケータをさらに含むことを特徴とする請求項１８に
記載の記録媒体。
【請求項２０】
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　記録媒体に管理情報を記録する装置であって、
　前記記録媒体にデータを記録、又は前記記録媒体からデータを再生するピックアップ部
と、
　前記ピックアップ部を制御して前記記録媒体のユーザーデータ領域に記録範囲を少なく
とも一つ割り当てて、前記ピックアップ部を制御して前記記録範囲の状態情報を含む管理
情報を前記記録媒体の管理領域に記録する制御部と
　を備え、
　前記状態情報は、前記記録範囲が未記録領域を含むか否かを示す第１インジケータを含
むこと
　を特徴とする装置。
【請求項２１】
　前記状態情報は、前記記録範囲が前記ユーザーデータ領域で有効データを含む最後の記
録範囲であるかどうかを示す第２インジケータをさらに含むことを特徴とする請求項２０
に記載の装置。
【請求項２２】
　一つ以上の記録範囲が割り当てられた記録媒体をクローズする装置であって、
　前記記録媒体にデータを記録、又は前記記録媒体からデータを再生するピックアップ部
と、
　前記ピックアップを制御して前記記録媒体のユーザーデータ領域で有効データを含む最
終記録範囲にガード領域を形成し、前記ピックアップを制御してインジケータを前記記録
媒体の管理領域に記録する制御部と
　を備え、
　前記インジケータは、前記記録媒体の前記最終記録範囲を確認するために用いられるこ
と
　を特徴とする装置。
【請求項２３】
　記録媒体をクローズする方法であって、
　前記記録媒体のユーザーデータ内で有効データが充填された最後の地点を示す最終有効
データ記録地点（Ａ）の前に位置する未記録領域を記録領域に変更するステップと、
　前記記録媒体がクローズされたことを示す認識情報を前記最終有効データ記録地点（Ａ
）の次に記録するステップと
　を有する方法。
【請求項２４】
　前記認識情報は、前記最終有効データ記録地点（Ａ）の次に形成されたガード領域に記
録されることを特徴とする請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記ガード領域は、前記認識情報としてダミーデータが充填されることを特徴とする請
求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ガード領域は、前記認識情報として有効データが充填されることを特徴とする請求
項２３に記載の方法。
【請求項２７】
　臨時管理領域内の最新管理情報を最終管理領域に記録するステップをさらに有すること
を特徴とする請求項２３に記載の方法。
【請求項２８】
　一つ以上の記録範囲が割り当てられた記録媒体をクローズする方法であって、
　前記記録媒体内の未記録領域を記録領域に変更するステップと、
　前記記録媒体がクローズされたことを示すインジケータを前記記録媒体の管理情報に記
録するステップと
　を有する方法。
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【請求項２９】
　前記記録媒体は、前記未記録領域より前記記録領域で高い反射率を有することを特徴と
する請求項２８に記載の方法。
【請求項３０】
　一つ以上の記録範囲が割り当てられた記録媒体をクローズする方法であって、
　認識情報が記録される位置を決定するステップと、
　前記決定された位置の後に位置する有効データを前記ガード領域の前にある未記録領域
に記録するステップと、
　前記決定された位置に前記認識情報を記録するステップと
　を有する方法。
【請求項３１】
　前記認識情報は、前記決定された位置に形成されたガード領域に記録されることを特徴
とする請求項３０に記載の方法。
【請求項３２】
　前記記録された有効データに対する管理情報を前記記録媒体の管理領域に記録するステ
ップをさらに有することを特徴とする請求項３０に記載の方法。
【請求項３３】
　前記決定された位置の後に位置する前記有効データは、論理的重畳記録によって前記未
記録領域に記録されることを特徴とする請求項３０に記載の方法。
【請求項３４】
　記録媒体からデータを再生する方法であって、
　前記記録媒体がクローズされたかどうかを確認するステップと、
　前記記録媒体がクローズされた場合、前記記録媒体のユーザーデータ領域内で有効デー
タが記録された最後の地点を確認し、前記最後の地点までデータを再生するステップと
　を有する方法。
【請求項３５】
　前記記録媒体がクローズされたかどうかは、前記記録媒体の管理領域内のクローズイン
ジケータによって確認されることを特徴とする請求項３４に記載の方法。
【請求項３６】
　前記有効データが記録された最後の地点は、前記有効データが記録された最後の地点の
次に形成されたガード領域によって確認されることを特徴とする請求項３４に記載の方法
。
【請求項３７】
　ユーザーデータ領域及び管理領域を含む記録媒体をクローズする装置であって、
　前記記録媒体にデータを記録、又は前記記録媒体からデータを再生するピックアップ部
と、
　前記ピックアップ部を制御して前記記録媒体のユーザーデータ内で有効データが記録さ
れた最後の地点（Ａ）の前に位置する未記録領域を記録領域に変更し、前記ピックアップ
部を制御して認識情報を前記有効データが記録された最後の地点（Ａ）の次に記録する制
御部と
　を備え、
　前記認識情報は、前記記録媒体内で前記有効データが記録された最後の地点（Ａ）を確
認するのに用いられること
　を特徴とする装置。
【請求項３８】
　一つ以上の記録範囲が割り当てられた記録媒体をクローズする装置であって、
　前記記録媒体にデータを記録、又は前記記録媒体からデータを再生するピックアップ部
と、
　認識情報が記録される位置を決定し、前記ピックアップ部を制御して前記決定された位
置の後に位置する有効データを前記ガード領域の前にある未記記録領域に記録し、前記ピ
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ックアップ部を制御して前記決定された位置に前記認識情報を記録する制御部と
　を備える装置。
【請求項３９】
　記録媒体を記録／再生する装置であって、
　前記記録媒体にデータを記録、又は前記記録媒体からデータを再生するピックアップ部
と、
　前記記録媒体がクローズされたかどうかを確認し、前記記録媒体がクローズされた場合
、前記記録媒体のユーザーデータ領域内で有効データが記録された最後の地点を確認し、
前記ピックアップ部を制御して前記有効データが記録された最後の地点までデータを再生
する制御部と
　を備えることを特徴とする装置。
【請求項４０】
　記録範囲が少なくとも一つ割り当てられた記録媒体を記録／再生する方法であって、
　記録媒体を再生／記録する装置がアイドル（ｉｄｌｅ）状態であるかどうかを確認する
ステップと、
　前記装置がアイドル状態である場合、前記記録媒体のクローズする処理を実行するステ
ップと
　を有し
　前記クローズする処理は、前記記録範囲内の未記録領域を記録領域に変更すること
　を特徴とする方法。
【請求項４１】
　前記クローズする処理を実行する間にインタラプトが発生する場合、前記クローズする
処理を中断し、前記インタラプトに対応するコマンドを実行するステップ
　をさらに有することを特徴とする請求項４０に記載の方法。
【請求項４２】
　前記インタラプトによって前記クローズ処理を中断するとき、前記記録範囲内で前記ク
ローズ処理が行われた最後の位置を保存するステップ
　をさらに有することを特徴とする請求項４０に記載の方法。
【請求項４３】
　前記インタラプトによって前記クローズ処理を中断するとき、前記クローズ処理が行わ
れていた前記記録範囲を示すインジケータを前記記録媒体の管理領域に記録するステップ
　をさらに有することを特徴とする請求項４２に記載の方法。
【請求項４４】
　記録範囲が少なくとも一つ割り当てられるユーザーデータ領域と、
　管理情報が記録される管理領域を有し、
　前記管理情報は、前記記録範囲の状態情報を含み、前記状態情報は、前記記録媒体を記
録／再生する装置がアイドル状態である間に前記記録範囲がクローズされているかを示す
インジケータを含むこと
　を特徴とする記録媒体。
【請求項４５】
　記録範囲が少なくとも一つ割り当てられた記録媒体を記録／再生する装置であって、
　前記記録媒体にデータを記録、又は前記記録媒体からデータを再生するピックアップ部
と、
　前記装置がアイドル状態である場合、前記ピックアップ部を制御して前記記録媒体のク
ローズ処理を行う制御部と
　を備え、
　前記クローズ処理は、前記記録範囲内の未記録領域を記録領域に変更すること
　を特徴とする装置。
【請求項４６】
　前記制御部は、インタラプトが発生した場合に前記クローズ処理を中断することを特徴
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とする請求項４５に記載の装置。
【請求項４７】
　前記インタラプトによって前記クローズ処理が中断するとき、前記記録範囲内で前記ク
ローズ処理が行われた最後の位置を保存するメモリをさらに備えること
　を特徴とする請求項４６に記載の装置。
【請求項４８】
　前記制御部は、前記インタラプトによって前記クローズ処理が中断するとき、前記ピッ
クアップ部を制御して前記クローズ処理が行われていた前記記録範囲を示すインジケータ
を前記記録媒体の管理領域に記録することを特徴とする請求項４６に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体に関するもので、特に、記録媒体を効率的に記録及び／または再生
するための方法及び装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　光ディスクが、大容量のデータを記録するための記録媒体として広く使用されている。
その中で、高画質のビデオデータと高音質のオーディオデータを長時間の間に記録・保存
可能な新しい高密度記録媒体、例えば、ブルーレイディスク（Ｂｌｕ－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ
；ＢＤ）が開発されている。
【０００３】
　近年、次世代の記録媒体技術であるブルーレイディスク（ＢＤ）は、既存のＤＶＤを著
しく凌駕するデータを記録可能な次世代の光記録ソリューションとして、他のデジタル機
器と共に、これに対する世界標準の技術仕様が定立されている。
【０００４】
　しかしながら、前記ブルーレイディスク（ＢＤ）のような次世代の高密度光記録媒体を
用いた好適な記録方法、特に、記録媒体のクローズ（ｃｌｏｓｅ）に対応する管理情報を
記録・管理する方法が提示されておらず、本格的なブルーレイディスク（ＢＤ）基盤の光
記録／再生機を開発するのに多くの制約が伴っている実情である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、本発明は、記録範囲をクローズする方法及び装置、記録媒体をクローズす
る方法及び装置、管理情報を記録する方法及び装置、記録媒体の記録／再生方法及び装置
と記録媒体を提供し、関連技術の制約及び欠陥による問題を解消することが目的である。
【０００６】
　また、上記のような実情を勘案してなされた本発明の目的は、様々な記録媒体の使用に
適した新しい記録媒体の記録／再生方法及び装置にある。
【０００７】
　また、上記のような実情を勘案してなされた本発明の他の目的は、記録媒体に記録媒体
のクローズと関連した管理情報を記録する方法及び装置にある。
【０００８】
　また、上記のような実情を勘案してなされた本発明の他の目的は、記録媒体をクローズ
する方法及び装置にある。
【０００９】
　また、上記のような実情を勘案してなされた本発明の他の目的は、前記記録／再生方法
及び／または前記管理情報の記録方法が適用される記録媒体にある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の上記のような目的は、記録媒体のユーザーデータ領域に割り当てられた記録範
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囲をクローズする方法を提供することで達成される。前記方法は、前記記録媒体の記録媒
体情報から記録媒体のタイプを確認し、前記記録媒体のタイプが、前記記録範囲内の記録
領域（recorded area）が未記録領域（unrecorded area）より高い反射率を有することを
示す場合、前記未記録領域を記録領域に変更するステップを含む。
【００１１】
　前記方法は、前記記録範囲が未記録領域を含まないことを示すインジケータを前記記録
媒体の管理領域に記録するステップをさらに含む。
【００１２】
　また、本発明は、記録媒体のユーザーデータ領域に割り当てられた記録範囲を少なくと
も一つクローズする方法を提供する。前記方法は、前記記録範囲で有効データが記録され
た最後の地点を確認し、前記最後の地点の次に認識情報を記録するステップを含む。前記
認識情報は、前記認識情報の前にあるデータが前記記録範囲で最後に記録された有効デー
タであることを示すようになる。
【００１３】
　前記方法は、前記認識情報を前記記録範囲の終了部分にさらに記録するステップを含む
。
【００１４】
　前記認識情報は、前記最後の地点の次に形成されたガード領域に記録される。
【００１５】
　前記記録媒体は、未記録領域より記録領域で高い反射率を有する。
【００１６】
　また、本発明は、記録媒体のユーザーデータ領域に割り当てられた記録範囲をクローズ
する装置を提供する。前記装置は、前記記録媒体にデータを記録、又は前記記録媒体から
データを再生するピックアップ部と、前記記録媒体の記録媒体情報から記録媒体のタイプ
を確認し、前記記録媒体のタイプが、前記記録範囲内の記録領域が未記録領域より高い反
射率を有することを示す場合、前記ピックアップを制御して前記未記録領域を記録領域に
変更する制御部と、を含む。
【００１７】
　また、本発明は、記録媒体のユーザーデータ領域に割り当てられた記録範囲を少なくと
も一つクローズする装置を提供する。前記装置は、前記記録媒体にデータを記録、又は前
記記録媒体からデータを再生するピックアップ部と、前記記録範囲で有効データが記録さ
れた最後の地点を確認し、前記ピックアップ部を制御して前記最後の地点の次に認識情報
を記録する制御部と、を含む。前記認識情報は、前記認識情報の前にあるデータが前記記
録範囲で最後に記録された有効データであることを示すようになる。
【００１８】
　また、本発明は、記録媒体に管理情報を記録する方法を提供する。前記方法は、前記記
録媒体内のユーザーデータ領域に記録範囲を少なくとも一つ割り当てて、前記記録媒体の
管理領域に前記記録範囲の状態情報を含む管理情報を記録するステップを含み、前記状態
情報は、前記記録範囲が未記録領域を含むかどうかを示す第１インジケータを含む情報で
ある。
【００１９】
　前記最後の記録範囲は、認識情報をさらに含み、前記認識情報は、前記認識情報の前に
あるデータが前記記録範囲で最後に記録された有効データであることを示すようになる。
【００２０】
　また、本発明は、一つ以上の記録範囲が割り当てられた記録媒体をクローズする方法を
提供する。前記方法は、前記記録媒体のユーザーデータ領域内の最後の記録範囲にガード
領域を形成し、前記最後の記録範囲を確認するのに用いられるインジケータを前記記録媒
体の管理領域に記録するステップを含む。
【００２１】
　また、本発明は、記録範囲が少なくとも一つ割り当てられたユーザーデータ領域と、前
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記記録範囲の状態情報を含む管理情報を保存する管理領域と、を含み、前記状態情報は、
前記記録範囲が未記録領域を含むかどうかを示す第１インジケータを含む記録媒体を提供
する。
【００２２】
　前記状態情報は、前記記録範囲が前記ユーザーデータ領域で有効データを含む最後の記
録範囲であるかどうかを示す第２インジケータをさらに含む。
【００２３】
　また、本発明は、記録媒体に管理情報を記録する装置を提供する。前記装置は、前記記
録媒体にデータを記録、又は前記記録媒体からデータを再生するピックアップと、前記ピ
ックアップを制御して前記記録媒体のユーザーデータ領域に記録範囲を少なくとも一つ割
り当てて、前記ピックアップを制御して前記記録範囲の状態情報を含む管理情報を前記記
録媒体の管理領域に記録する制御部と、を含む。前記状態情報は、前記記録範囲が未記録
領域を含むかどうかを示す第１インジケータを含んでいる。
【００２４】
　前記状態情報は、前記記録範囲が前記ユーザーデータ領域で有効データを含む最後の記
録範囲であるかどうかを示す第２インジケータをさらに含む。
【００２５】
　また、本発明は、一つ以上の記録範囲が割り当てられた記録媒体をクローズする装置を
提供する。前記装置は、前記記録媒体にデータを記録、又は前記記録媒体からデータを再
生するピックアップと、前記ピックアップを制御して前記記録媒体のユーザーデータ領域
内の最終記録範囲にガード領域を形成し、前記ピックアップを制御して前記最終記録範囲
を確認するのに用いられるインジケータを前記記録媒体の管理領域に記録する制御部と、
を含む。
【００２６】
　また、本発明は、記録媒体をクローズする方法を提供する。前記方法は、前記記録媒体
のユーザーデータ内で有効データが充填された最後の地点（Ａ）の前に位置する未記録領
域を記録領域に変更し、前記記録媒体がクローズされたことを示す認識情報を前記最後の
地点（Ａ）の次に記録するステップを含む。
【００２７】
　前記認識情報は、前記最後の地点（Ａ）の次に形成されたガード領域に記録される。
【００２８】
　前記ガード領域は、前記認識情報であるダミーデータで充填される。
【００２９】
　前記ガード領域は、前記認識情報である有効データで充填される。
【００３０】
　また、本発明は、一つ以上の記録範囲が割り当てられた記録媒体をクローズする方法を
提供する。前記方法は、前記記録媒体内の未記録領域を記録領域に変更し、前記記録媒体
がクローズされたことを示すインジケータを前記記録媒体の管理情報に記録するステップ
を含む。
【００３１】
　前記記録媒体は、前記未記録領域より前記記録領域で高い反射率を有する。
【００３２】
　また、本発明は、一つ以上の記録範囲が割り当てられた記録媒体をクローズする方法を
提供する。前記方法は、認識情報が記録される位置を決定し、前記決定された位置の後に
位置する有効データを前記ガード領域の前にある未記録領域に記録し、前記決定された位
置に前記認識情報を記録するステップを含む。
【００３３】
　前記方法は、前記記録媒体の管理領域に前記有効データに対する管理情報を記録するス
テップをさらに含む。
【００３４】
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　前記決定された位置の後に位置する前記有効データは、論理的重畳記録（ＬＯＷ）によ
って前記未記録領域に記録される。
【００３５】
　また、本発明は、記録媒体からデータを再生する方法を提供する。前記方法は、前記記
録媒体がクローズされたかどうかを確認し、前記記録媒体がクローズされた場合、前記記
録媒体のユーザーデータ領域内で有効データが記録された最後の地点を確認し、前記最後
の地点までデータを再生するステップを含む。
【００３６】
　前記最後の地点は、前記最後の地点の次に形成されたガード領域によって確認される。
【００３７】
　また、本発明は、ユーザーデータ領域及び管理領域を含む記録媒体をクローズする装置
を提供する。前記装置は、前記記録媒体にデータを記録、又は前記記録媒体からデータを
再生するピックアップと、前記ピックアップを制御して前記記録媒体のユーザーデータ内
で有効データが充填された最後の地点（Ａ）の前に位置する未記録領域を記録領域に変更
し、前記ピックアップを制御して前記最後の地点（Ａ）を確認するのに用いられる認識情
報を前記最後の地点（Ａ）の次に記録する制御部と、を含む。
【００３８】
　また、本発明は、一つ以上の記録範囲が割り当てられた記録媒体をクローズする装置を
提供する。前記装置は、前記記録媒体にデータを記録したり、前記記録媒体からデータを
再生するピックアップと、認識情報が記録される位置を決定し、前記ピックアップを制御
して前記決定された位置の後に位置する有効データを前記ガード領域の前にある未記録領
域に記録し、前記ピックアップを制御して前記決定された位置に前記認識情報を記録する
制御部と、を含む。
【００３９】
　また、本発明は、記録媒体を記録／再生する装置を提供する。前記装置は、前記記録媒
体にデータを記録したり、前記記録媒体からデータを再生するピックアップと、前記記録
媒体がクローズされたかどうかを確認し、前記記録媒体がクローズされた場合、前記記録
媒体のユーザーデータ領域内で有効データが記録された最後の地点を確認し、前記ピック
アップを制御して前記最後の地点までデータを再生する制御部と、を含む。
【００４０】
　また、本発明は、記録範囲が少なくとも一つ割り当てられた記録媒体を記録／再生する
方法を提供する。前記方法は、記録媒体を再生／記録する装置がアイドル（ｉｄｌｅ）状
態であるかどうかを確認し、前記装置がアイドル状態である場合、前記記録媒体のクロー
ズ処理を行い、前記クローズ処理は、前記記録範囲内の未記録領域を記録領域に変更する
ステップを含む。
【００４１】
　前記方法は、前記クローズ処理を行う間にインタラプトが発生する場合、前記クローズ
処理を中断し、前記インタラプトに対応するコマンドを行うステップをさらに含む。
【００４２】
　前記方法は、前記インタラプトによって前記クローズ処理を中断するとき、前記記録範
囲内で前記クローズ処理が行われた最後の位置を保存するステップをさらに含む。
【００４３】
　前記方法は、前記インタラプトによって前記クローズ処理を中断するとき、前記クロー
ズ処理が行われていた前記記録範囲を示すインジケータを前記記録媒体の管理領域に記録
するステップをさらに含む。
【００４４】
　また、本発明は、記録範囲が少なくとも一つ割り当てられるユーザーデータ領域と、管
理情報が記録される管理領域と、を含み、前記管理情報は、前記記録範囲の状態情報を含
み、前記状態情報は、前記記録媒体を記録／再生する装置がアイドル状態である間に前期
記録範囲がクローズされているかどうかを示すインジケータを含む記録媒体を提供する。
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【００４５】
　また、本発明は、記録範囲が少なくとも一つ割り当てられた記録媒体を記録／再生する
装置を提供する。前記記録媒体にデータを記録したり、前記記録媒体からデータを再生す
るピックアップと、前記装置がアイドル状態である場合、前記ピックアップを制御して前
記記録媒体のクローズ処理を行う制御部と、を含む。前記クローズ処理で、前記記録範囲
内の未記録領域が記録領域に変更される。
【００４６】
　前記装置は、前記インタラプトによって前記クローズ処理を中断するとき、前記記録範
囲内で前記クローズ処理が行われた最後の位置を保存するメモリをさらに含む。
【００４７】
　本発明の上述した一般的な説明及び後述する詳細な説明は、例示的かつ説明的なものに
過ぎなく、請求された本発明に対する更なる説明を提供するためのものである。
【産業上の利用可能性】
【００４８】
　本発明に係る好適な記録媒体、記録媒体の記録／再生方法及び装置と記録媒体の管理情
報記録方法などを通して、互いに異なるバージョンの記録媒体を互換的に再生することが
可能になる。また、記録媒体をクローズする時間を短縮することが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４９】
　以下、本発明に係る記録媒体及び記録媒体の記録／再生方法に対する好適な実施例に対
し、添付された図面を参照して詳細に説明する。可能な限り、同一の参照番号が、同一ま
たは類似した部分を言及するために図面全体にわたって使用される。
【００５０】
　併せて、本発明で使用される用語は、可能な限り現在広く使用される一般的な用語から
選択したが、本発明の記載で言及されている用語には出願人の裁量で選定されたものもあ
り、該当する説明部分でその意味を詳細に記載している。さらに、単純な用語の名称でな
い用語の持つ意味によって本発明を把握すべきであることを明らかにしておく。
【００５１】
　以下、本発明における"記録媒体"とは、データが記録されているか、データが記録され
る全ての媒体を意味し、例えば、光ディスク及び磁気テープなどのように記録方式と関係
なしに全ての媒体を包括する意味である。本発明では、説明の便宜上、記録媒体として光
ディスク、特に"ブルーレイディスク（ＢＤ）"を例に挙げて説明するが、本発明の技術思
想が他の記録媒体にも同一に適用可能であることは自明である。
【００５２】
　本発明における"記録媒体のクローズ（ｃｌｏｓｅ）"とは、記録媒体にデータ記録をこ
れ以上行わない場合に、その記録媒体を再生用記録媒体としてのみ活用するための一連の
動作を意味する。これを"ファイナライズ（ｆｉｎａｌｉｚａｔｉｏｎ）"ともいい、特に
、１回記録可能な光ディスクで広く活用される。
【００５３】
　本発明における"バックグラウンドクローズ（ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ　ｃｌｏｓｅ）"と
は、記録媒体に割り当てられた記録範囲をクローズするにおいて、記録／再生装置（また
はシステム）がアイドル（ｉｄｌｅ）状態であるとき、クローズを望むその記録範囲内の
未記録領域を記録領域に変更する動作を意味する。また、前記記録／再生装置が"アイド
ル状態"であることは、例えば、記録／再生装置内のピックアップ（図９及び図１１）の
動作が中断された状態として、記録媒体内にデータを記録したり、記録媒体からデータを
再生する動作が行われない状態を意味する。したがって、前記アイドル状態区間で本発明
と関連した前記"バックグラウンドクローズ"が行われ、これは、使用者の認識と関係なし
に、記録／再生装置（またはシステム）が規格化された方法で自ら動作することを意味す
る。以下、これに対し、図１０Ｃ、図１１Ｃ、図１１Ｄ及び図１５に基づいて詳細に説明
する。
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【００５４】
　図１は、本発明による記録媒体と記録媒体を記録再生する装置との間の関連性を概念的
に示した図である。
【００５５】
　一般的に、新しいバージョンの規格は、ＢＤなどの新しい記録媒体で継続的に制定され
ている。例えば、以前のバージョンによる光ディスク１００ａは、ディスク内にピットが
形成された記録領域の反射率が、ピットのない未記録領域の反射率より相対的に低い媒質
を有している（これを"Ｈ－ｔｏ－Ｌ　ｍｅｄｉａ"ともいう）。その反面、新しいバージ
ョンによる光ディスク１００ｂは、ディスク内にピットが形成された記録領域の反射率が
、ピットのない未記録領域の反射率より相対的に高い媒質を有している（これを"Ｌ－ｔ
ｏ－Ｈ　ｍｅｄｉａ"ともいう）。
【００５６】
　記録媒体の媒質とプッシュプル（Ｐｕｓｈ－Ｐｕｌｌ）信号の特性を示した表１は次の
通りである。
【００５７】
【表１】

【００５８】
　古いバージョンによる光ディスク１００ａの媒質は、未記録領域の反射率が記録領域の
反射率より高い。その反対に、新しいバージョンによる光ディスク１００ｂは、未記録領
域の反射率が記録領域の反射率より高い。
【００５９】
　サーボのトラッキング信号を生成するためのプッシュプル信号の特性を説明すると、新
しいバージョンによる光ディスク１００ｂは、記録領域のプッシュプルレベルが未記録領
域のレベルより低く、前記プッシュプル信号の極性が以前のバージョンによる光ディスク
１００ａと反対である。すなわち、光ディスクに未記録領域と記録領域が表１のような順
に混在していると仮定すると、以前のバージョンによる光ディスク１００ａの反射率はＨ
、Ｌ及びＨで、プッシュプル信号特性は、前記反射率と反対にＬ、Ｈ及びＬである。その
反面、新しいバージョンによる光ディスク１００ｂの反射率はＬ、Ｈ及びＬで、プッシュ
プル信号特性はＨ、Ｌ及びＨである。
【００６０】
　一般的に、規格が制定された当時に、これに適した記録／再生装置（"Ｐｌａｙｅｒま
たはＲｅｃｏｒｄｅｒ"ともいう）が開発される。例えば、図面符号１０ａの記録／再生
装置は、以前のバージョンの光ディスク１００ａに対応する装置で、図面符号１０ｂの記
録／再生装置は、新しいバージョンの光ディスク１００ｂにも対応可能な装置である。し
たがって、図面符号１０ｂの記録／再生装置は、新しいバージョンの光ディスク１００ｂ
のみならず、以前のバージョンの光ディスク１００ａも記録／再生できるように設計され
る。その反面、図面符号１０ａの記録／再生装置は、以前のバージョンの光ディスク１０
０ａのみを記録／再生することができ、新しいバージョンの光ディスク１００ｂに対して
効率的に対応できる方法がない。これは、図面符号１０ａの記録／再生装置が設計される
当時に、新しいバージョンの光ディスク１００ｂに対する規格事項が決定されていないた
めである。
【００６１】
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　したがって、前記新しいバージョンの光ディスク１００ｂを規格化する段階で、以前の
記録／再生装置１０ａでも再生できるように互換性を維持することが好ましい。これを、
逆互換性（"ｂａｃｋｗａｒｄ　ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ"）という。
【００６２】
　一例として、前記新しいバージョンの"Ｌ－ｔｏ－Ｈ　ｍｅｄｉａ"１００ｂに記録及び
未記録領域が混在されている場合、以前の記録／再生装置１０ａではシーク（ｓｅｅｋ）
動作時に未記録領域の反射率を認識できないので、フォーカスサーボ（ｆｏｃｕｓ　ｓｅ
ｒｖｏ）動作が行われなくなる。結局、新しいバージョンの"Ｌ－ｔｏ－Ｈ　ｍｅｄｉａ"
１００ｂの再生を行えなくなる。
【００６３】
　したがって、前記新しい記録／再生装置１０ｂで前記"Ｌ－ｔｏ－Ｈ　ｍｅｄｉａ"１０
０ｂにデータを記録する場合、または、"Ｌ－ｔｏ－Ｈ　ｍｅｄｉａ"１００ｂをクローズ
する場合、当該"Ｌ－ｔｏ－Ｈ　ｍｅｄｉａ"１００ｂが以前の記録／再生装置１０ａでも
再生できるように、記録領域が最初から連続的に記録される必要がある。すなわち、"Ｌ
－ｔｏ－Ｈ　ｍｅｄｉａ"１００ｂ内の未記録領域を記録領域に変更することが必要にな
る。
【００６４】
　図２は、本発明の記録媒体の構造を例示した図である。説明の便宜上、記録媒体として
は、１回記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－Ｒ）を例に挙げた。
【００６５】
　以下では、説明の便宜上、記録層が一つであるシングルレイヤーディスクを例に挙げて
説明するが、本発明は、これに限定されることなく、二つ以上の記録層を有するマルチレ
イヤーディスクにも同様に適用可能である。
【００６６】
　本発明が適用可能な光ディスク（ＢＤ－Ｒ）は、ディスク内周からリードイン領域（Ｌ
ｅａｄ－ｉｎ）、データ領域及びリードアウト領域（Ｌｅａｄ－ｏｕｔ）で構成される。
前記データ領域内には、使用者データを記録するユーザーデータ領域と、ディスク欠陥管
理のためのスペア領域としての内周スペア領域（ＩＳＡ）及び外周スペア領域（ＯＳＡ）
とが含まれる。ただし、前記スペア領域は、必要によって割り当てられないこともある。
【００６７】
　前記光ディスク内は、ディスククローズ前に管理情報を記録する臨時ディスク管理領域
（Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｄｉｓｃ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ａｒｅａ、以下、"ＴＤＭＡ"
という。）と、ディスククローズ時に最終管理情報を記録するディスク管理領域（Ｄｉｓ
ｃ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ａｒｅａ、以下、"ＤＭＡ"という。）とを含む。例えば、前
記ＴＤＭＡは、リードイン領域及びスペア領域（ＩＳＡまたはＯＳＡ）内に含まれ、前記
ＤＭＡは、リードイン領域及びリードアウト領域にそれぞれ含まれる。
【００６８】
　前記ＴＤＭＡとＤＭＡは、次のような関係を有する。１回記録可能な光ディスク（ＢＤ
－Ｒ）の特性上、ＴＤＭＡ内には、ディスク使用中に発生する欠陥管理情報だけでなく、
ディスク内の記録状態を示す一般的な管理情報が混在して記録される。以後、ディスクが
クローズされると、当該ディスクにはこれ以上記録できない状態になるので、前記ＴＤＭ
Ａ内の最終管理情報がＤＭＡに移転されて記録されるようになる。したがって、ディスク
使用中にはＴＤＭＡ内に管理情報が記録され、ディスクがクローズされると、ＴＤＭＡ内
の最終情報がＤＭＡ内に移転されて記録される。以後、ＤＭＡ内の管理情報を活用してそ
のディスクは再生される。
【００６９】
　前記ＴＤＭＡは、大きく二つの種類に区別される。すなわち、リードイン領域内に固定
された大きさ（例えば、２０４８クラスター）を有し、ディスク初期化時にいつでも割り
当てられるＴＤＭＡ０と、スペア領域内に可変的な大きさで割り当てられ、割り当て可否
が選択的に決定されるＴＤＭＡ１及びＴＤＭＡ２とに区別される。また、前記ＴＤＭＡは



(14) JP 2009-529749 A 2009.8.20

10

20

30

40

50

、ＴＤＭＡ０、ＴＤＭＡ１、ＴＤＭＡ２の順に使用される。
【００７０】
　図２の下部には、本発明の１回記録可能な光ディスクにおいてＴＤＭＡ内に記録される
管理情報の種類を示している。ここで、ＴＤＭＡ０～ＴＤＭＡ２には同一種類の管理情報
が記録されるが、図２には、説明の便宜上、ＴＤＭＡ０に記録される場合のみを示した。
【００７１】
　前記ＴＤＭＡ内に記録される管理情報は、臨時欠陥リスト（Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｄｅ
Ｆｅｃｔ　Ｌｉｓｔ:ＴＤＦＬ）、連続記録範囲情報（Ｓｅｑｕｅｎｔｉａｌ　Ｒｅｃｏ
ｒｄｉｎｇ　Ｒａｎｇｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ:ＳＲＲＩ）及び臨時ディスク定義構
造（Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｄｉｓｃ　Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ:ＴＤ
ＤＳ）を含む。
【００７２】
　具体的に説明すると、前記ＴＤＦＬは、ディスク内に発生した欠陥クラスター、及び前
記欠陥クラスターを代替した代替クラスターの位置情報を含んで構成される。前記ＳＲＲ
Ｉは、ディスク内の連続記録範囲（Ｓｅｑｕｅｎｔｉａｌ　Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　Ｒａｎ
ｇｅ:ＳＲＲ）別属性を示すＳＲＲエントリーを含んで構成される。特に、前記ＳＲＲ及
びＳＲＲエントリーに対しては、後で詳細に説明することにする。前記ＴＤＤＳは、ディ
スク構造と関連した一般的な管理情報を含み、特に、前記ＴＤＦＬ及びＳＲＲＩの最新の
位置を指定するポインターを含む。
【００７３】
　前記ＳＲＲＩは、ディスク記録方式が連続記録モード（Ｓｅｑｕｅｎｔｉａｌ　Ｒｅｃ
ｏｒｄｉｎｇ　Ｍｏｄｅ：ＳＲＭ）である場合のみに記録される。ディスク記録方式がラ
ンダム記録モード（Ｒａｎｄｏｍ　Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　Ｍｏｄｅ:ＲＲＭ）である場合
には、前記ＳＲＲＩの代わりに、スペースビットマップ（Ｓｐａｃｅ　Ｂｉｔ－Ｍａｐ:
ＳＢＭ）が他の管理情報として記録される。図２には前記ＳＢＭを示していないが、本発
明の技術的思想は、ランダム記録モード（Ｒａｎｄｏｍ　Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　Ｍｏｄｅ
:ＲＲＭ）にも同様に適用可能である。
【００７４】
　ディスクにこれ以上記録可能なユーザーデータ領域または臨時ディスク管理領域（ＴＤ
ＭＡ）が残っていないか、または、使用者がこれ以上ディスク記録を望まない場合、ディ
スクがクローズされる。このとき、前記ＴＤＭＡ内に記録された管理情報のうち最終の管
理情報がＤＭＡ内に移転されて記録される。
【００７５】
　図３は、本発明の記録媒体内にデータが記録される方法を例示した図である。上述した
ように、本発明では、１回記録可能なブルーレイディスク（ＢＤ－Ｒ）を例に挙げた。
【００７６】
　本発明における"記録範囲（Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　Ｒａｎｇｅ）"とは、１回記録可能な
光ディスク内にデータ記録のために生成された（割り当てられた）領域を意味する。上述
したように、ＢＤ－Ｒでは、これを"ＳＲＲ（Ｓｅｑｕｅｎｔｉａｌ　Ｒｅｃｏｒｄｉｎ
ｇ　Ｒａｎｇｅ）"と命名する。
【００７７】
　ＳＲＲは、大きく二つの種類に区別される。まず、前記ＳＲＲ内に未記録領域が存在し
、追加的に有効データを記録できるＳＲＲを"オープンＳＲＲ（ｏｐｅｎ　ＳＲＲ）"とい
う。すなわち、オープンＳＲＲは、次回記録可能な位置（これを"ＮＷＡ（Ｎｅｘｔ　Ｗ
ｒｉｔａｂｌｅ　Ａｄｄｒｅｓｓ）"という。）を含むＳＲＲを意味し、ＢＤ－Ｒでは、
全体のディスク内にオープンＳＲＲが最大１６個まで存在可能である。したがって、記録
／再生装置は、前記ディスク内に生成されたオープンＳＲＲのＮＷＡにデータを記録する
ようになる。次に、当該ＳＲＲ内に追加的に有効データを記録できないＳＲＲを"クロー
ズドＳＲＲ（ｃｌｏｓｅｄ　ＳＲＲ）"という。すなわち、クローズドＳＲＲは、次回記
録可能な位置（ＮＷＡ）を含まないＳＲＲを意味する。すなわち、ＳＲＲにこれ以上デー
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タを記録する領域がないか、または、記録する領域が残っているとしても、使用者などの
要請によって当該ＳＲＲにこれ以上データ記録を行わない場合、オープンＳＲＲがクロー
ズドＳＲＲに変更される。オープンＳＲＲをクローズドＳＲＲに変更する方法は、後で詳
細に説明することにする。
【００７８】
　以下、本発明に係るＳＲＲを用いた記録方法の一例及びセッションとの関連性を具体的
に説明する。
【００７９】
　"セッション（ｓｅｓｓｉｏｎ）"とは、少なくとも一つ以上のＳＲＲで構成されるＳＲ
Ｒより上位の記録単位を意味する。一般的に、光ディスク内では、マルチセッションとい
う複数個のセッションを活用することが可能である。しかしながら、最終のセッションの
みが記録可能なセッションになり、以前のセッションが全てクローズされることで、以前
のセッション内に存在する全てのＳＲＲがクローズドＳＲＲに変更される。
【００８０】
　例えば、ディスクの開始位置に、セッション１内にＳＲＲ＃１とＳＲＲ＃２が割り当て
られてデータが記録される。以後、セッション１がクローズされ、新しいセッション２が
オープンされることで、新しい記録が開始される。このとき、以前のセッション１内に存
在するＳＲＲ＃１とＳＲＲ＃２がクローズドＳＲＲに変更され、セッション１内にはこれ
以上記録可能なオープンＳＲＲが存在しなくなる。
【００８１】
　次いで、新しく割り当てられたセッション２内にＳＲＲ＃３、ＳＲＲ＃４及びＳＲＲ＃
５が割り当てられると、前記ＳＲＲ＃３～＃５は、オープンＳＲＲとして記録可能な領域
を含む。図３には、本発明の説明のために、一定区間のデータが記録された後の状態を示
している。例えば、ＳＲＲ＃３及びＳＲＲ＃４に有効データが記録され、特に、ＳＲＲ＃
４がホストまたは使用者によって強制的にクローズドＳＲＲに変更された場合である。す
なわち、記録可能なセッション２内には、オープンＳＲＲが少なくとも一つ存在すれば充
分で、全てのＳＲＲがオープンＳＲＲである必要がないことを意味する。
【００８２】
　図３に示したディスクの最終記録状態は、ＴＤＭＡ内に記録されるＳＲＲＩから確認可
能である。すなわち、前記ＳＲＲＩ内に記録されたヘッダ情報と各ＳＲＲ別属性を含むＳ
ＲＲエントリーから、現在セッション２が使用中であり、セッション２内のＳＲＲ＃３と
ＳＲＲ＃５がオープンＳＲＲに該当し、セッション１内の全てのＳＲＲがこれ以上データ
記録できないクローズドＳＲＲであることを知ることができる。各ＳＲＲは、有効なユー
ザーデータが記録された最後の位置を指定する"ＬＲＡ（ｌａｓｔ　ｒｅｃｏｒｄｅｄ　
ａｄｄｒｅｓｓ）"情報を有する。特に、記録／再生装置は、前記オープンＳＲＲのＬＲ
Ａ以後、最初のクラスターの位置を次回に記録可能な位置（ＮＷＡ）と判断し、当該ＮＷ
Ａ位置からデータを記録するようになる。前記ＳＲＲエントリーの具体的な構造は、図８
Ａ～図８Ｄに基づいて詳細に説明する。
【００８３】
　本発明では、クローズドＳＲＲが以前の記録／再生装置１０ａでも再生できるように、
メディアの種類によってＳＲＲのクローズ方法が異なっている。例えば、ディスクのタイ
プが"Ｈ－ｔｏ－Ｌ　ｍｅｄｉａ"１００ａである場合、当該ＳＲＲのエントリーをＳＲＲ
Ｉのオープンエントリーリストから除去する方法で前記ＳＲＲをクローズする。一方、新
しいバージョンのディスク"Ｌ－ｔｏ－Ｈ　ｍｅｄｉａ"１００ｂである場合、ＳＲＲＩの
オープンエントリーから当該ＳＲＲのエントリーを除去するだけでは前記ＳＲＲがクロー
ズされない。これは、以前の記録／再生装置１０ａで前記新しいバージョンのディスク"
Ｌ－ｔｏ－Ｈ　ｍｅｄｉａ"１００ｂ上のデータを正確に認識できず、エラーが発生する
ためである。すなわち、逆互換性が維持されなくなる。
【００８４】
　以下、図４Ａ及び図５Ｂを参照して、前記"Ｌ－ｔｏ－Ｈ　ｍｅｄｉａ"１００ｂが古い
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バージョンの記録／再生装置１０ａと逆互換性を維持できるＳＲＲをクローズする方法を
具体的に説明する。
【００８５】
　図４Ａ及び図４Ｂは、本発明によるＳＲＲをクローズする方法の一例を示した図である
。説明の便宜上、図４Ａは、クローズされる前のＳＲＲ＃ｎを含むディスクを示した図で
、図４Ｂは、クローズされた後のＳＲＲ＃ｎ以後のディスク状態を示した図である。また
、ユーザーデータ領域に割り当てられたＳＲＲのうちＳＲＲ＃ｎをクローズする場合を例
に挙げて説明する。
【００８６】
　図４Ａのディスクのユーザーデータ領域は、オープンＳＲＲ＃ｎ及びオープンＳＲＲ＃
ｎ＋１を含む。前記ディスク内で使用中であるＴＤＭＡ内の最近のＳＲＲＩのオープンＳ
ＲＲエントリーリストは、ＳＲＲ＃ｎ及びＳＲＲ＃ｎ＋１のエントリーを含む。
【００８７】
　図４Ｂは、本発明に係るＳＲＲをクローズした後のディスク状態を示した図である。す
なわち、本発明によるＳＲＲをクローズする方法の一例によると、ＳＲＲ＃ｎは、前記Ｓ
ＲＲ＃ｎ内の全ての未記録領域を記録領域に強制的に変換することで行われる。例えば、
新しい記録／再生装置１０ｂは、前記ＳＲＲ＃ｎのＬＲＡの次の位置からダミーデータを
充填し、前記ＳＲＲ＃ｎのエントリーをＳＲＲＩから除去することで、前記ＳＲＲ＃ｎを
クローズする。
【００８８】
　ＳＲＲをクローズする図４Ｂの方法は、図１の新しいバージョンのディスク１００ｂの
場合に適している。すなわち、新しいバージョンのディスク１００ｂに割り当てられたＳ
ＲＲが古いバージョンの記録／再生装置１０ａ内で逆互換性を維持するためには、全ての
未記録領域が記録領域に変更される必要がある。ＳＲＲをクローズする図４Ｂの方法は、
図１の以前のバージョンのディスク１００ａの場合にも適用することができる。これは、
クローズドＳＲＲにはこれ以上データ記録を行えないので、全ての未記録領域を記録領域
に変更しても構わないためである。すなわち、図１の以前のバージョンのディスク１００
ａに割り当てられたＳＲＲをクローズする場合には、ＳＲＲＩのオープンＳＲＲエントリ
ーリストからそのＳＲＲを除去する方法と図４Ｂの方法が全て使用可能である。
【００８９】
　図５Ａ及び図５Ｂは、本発明によるＳＲＲをクローズする方法に対する他の例を示した
図である。説明の便宜上、ユーザーデータ領域に割り当てられたＳＲＲのうちＳＲＲ＃ｎ
をクローズする場合を例に挙げて説明する。
【００９０】
　図５Ａに示すように、ＳＲＲ＃ｎのＬＲＡの次の位置、すなわち、前記ＳＲＲ＃ｎの未
記録領域の開始部分に"ガード領域"が形成され、前記ガード領域内に認識情報が記録され
ることで、前記ＳＲＲ＃ｎがクローズされる。前記認識情報は、前記認識情報の前にある
データが前記記録範囲で最後に記録されたユーザーデータであることを示している。
【００９１】
　前記認識情報は、ガード領域内に記録された特定の有効データで構成されるか、ガード
領域内に記録されたダミーデータで構成される。前記ＳＲＲ＃ｎがオープンＳＲＲでない
ことを示すように、使用中のＴＤＭＡ内のオープンＳＲＲエントリーリストから前記ＳＲ
Ｒ＃ｎエントリーが除去される。
【００９２】
　以下、前記"ガード領域"に対して具体的に説明する。前記ガード領域は、記録／再生装
置によって認識可能な領域で、例えば、少なくとも一つ以上の記録単位（例えばクラスタ
ー）で構成される。すなわち、前記ガード領域は、記録／再生装置によってガード領域と
して認識される多様な方法によって形成することができる。例えば、規格化された特定の
大きさ（例えば、ｎ個のクラスター、ｎ＞２）のガード領域内に前記認識情報（例えば、
既に決定された有効情報またはダミーデータ）を記録することで、記録／再生装置は、当
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該ガード領域の存在を認識できるようになる。
【００９３】
　図５Ｂは、図５Ａの変形例として、前記ＳＲＲ＃ｎの未記録領域の開始部分のみならず
、前記未記録領域の終了部分にもガード領域を形成し、前記ガード領域に認識情報を記録
する。
【００９４】
　前記ＳＲＲ＃ｎに形成されたガード領域の大きさが前記ＳＲＲ＃ｎ内の未記録領域の大
きさより小さい場合、前記未記録領域の全部に認識情報を記録すればよい。
【００９５】
　クローズするＳＲＲが相対的に大きい場合、前記ＳＲＲの全ての未記録領域を記録領域
に変換するためには多くの時間が要される。したがって、図５Ａに基づいて説明したＳＲ
Ｒをクローズする方法によると、ＳＲＲの一部のみを記録領域に変換する場合、当該ＳＲ
ＲのＬＲＡ以後の全ての未記録領域を記録領域に変換する方法に比べて、ＳＲＲクローズ
時間を節約できるという長所がある。上述した古いバージョンの記録／再生装置１０ａは
、ＳＲＲ＃ｎでガード領域が存在することを認識すると、ガード領域の後にあるデータは
無視し、ガード領域の前にあるデータのみを有効に再生することで、新しいバージョンの
ディスク１００ｂに対しても互換的に再生できるようになる。前記ＳＲＲ＃ｎ内のガード
領域の存在は、後述する図１１Ｂ及び図１１ＤのＳＲＲエントリー構造からも確認される
。
【００９６】
　図６は、本発明によるＳＲＲをクローズする方法を示したフローチャートで、図５Ａを
参照して説明したクローズ方法を含むフローチャートである。
【００９７】
　本発明の記録／再生装置は、ディスクに割り当てられたＳＲＲをクローズするという命
令を受信すると、ディスクのタイプによって異なるＳＲＲクローズ方法を行う（Ｓ１０）
。前記ディスクタイプは、記録層の反射率によって区分される種類を意味し、これは、デ
ィスク内に記録された管理情報から識別可能である。例えば、ＢＤ－Ｒの場合、"ディス
ク情報（ｄｉｓｃ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：ＤＩ）"内に記録されたピット反射率情報
（例えば、"ｐｕｓｈ－ｐｕｌｌ　ｐｏｌａｒｉｔｙ"フィールド、"ｒｅｃｏｒｄｅｄ　
ｍａｒｋ　ｐｏｌａｒｉｔｙ"フィールドなど）からディスクタイプを区分することが可
能である。例えば、前記"ｐｕｓｈ－ｐｕｌｌ　ｐｏａｒｉｔｙフィールド"が‘０'に設
定された場合、前記ディスクは"Ｈ－ｔｏ－Ｌ　ｍｅｄｉａ"１００ａで、前記"ｐｕｓｈ
－ｐｕｌｌ　ｐｏａｒｉｔｙフィールド"が‘１'に設定された場合、前記ディスクは新し
いバージョンのディスク１００ｂであることが識別される。他の例として、‘ｒｅｃｏｒ
ｄｅｄ　ｍａｒｋ　ｐｏｌａｒｉｔｙフィールド"が‘０'に設定された場合、前記ディス
クに記録マークが記録されていない部分より低い反射率を有するディスク（例えば、"Ｈ
－ｔｏ－Ｌ　ｍｅｄｉａ"１００ａ）で、‘ｒｅｃｏｒｄｅｄ　ｍａｒｋ　ｐｏｌａｒｉ
ｔｙフィールド"が‘１'に設定された場合、前記ディスクに記録マークが記録されていな
い部分より高い反射率を有するディスク（例えば、"Ｌ－ｔｏ－Ｈ　ｍｅｄｉａ"１００ｂ
）であることが識別される。
【００９８】
　ステップＳ１０は、ＳＲＲをクローズするという命令が受信された時点で行われる必要
はなく、ディスクがロードされた後、直ぐディスク内の管理情報を確認することで行われ
ることも可能である。
【００９９】
　前記ディスクタイプの確認結果、ディスクが第１タイプ（例えば、図１の以前のバージ
ョンの光ディスク１００ａとして"Ｈ―ｔｏ－Ｌ　ｍｅｄｉａ"）に該当する場合、現在使
用中であるＴＤＭＡの最新ＳＲＲＩ内のオープンＳＲＲエントリーリストからそのＳＲＲ
が除去される（Ｓ１１０）。また、前記記録／再生装置は、選択的にＳＲＲ内の未記録領
域を記録領域に変更することも可能である。
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【０１００】
　ディスクが第２タイプ（例えば、図１の新しいバージョンの光ディスク１００ｂとして
"Ｌ―ｔｏ―Ｈ　ｍｅｄｉａ"）に該当する場合、ＳＲＲのＬＲＡの次の位置に一定大きさ
のガード領域が形成され、前記ガード領域に認識情報が記録される（Ｓ２１０）。そして
、前記ディスクで使用中であるＴＤＭＡ内の最新ＳＲＲＩのオープンＳＲＲエントリーリ
ストからそのＳＲＲが除去される（Ｓ２２０）。前記ステップＳ２１０とＳ２２０は、順
序を変えても良い。
【０１０１】
　図４Ａ～図６に示されたＳＲＲをクローズする方法は、ディスク内のセッションをクロ
ーズする場合にも同様に用いられる。
【０１０２】
　上述したように、本発明のディスクは、ＳＲＲまたはセッション別にクローズされるこ
ともあるが、前記ディスクにデータ記録をこれ以上行わず、再生用ディスクとしてのみ活
用しようとする場合、前記ディスク自体をクローズすることもできる。以下、本発明によ
ってディスク自体をクローズする方法に対して説明する。
【０１０３】
　図７Ａ及び図７Ｂは、本発明に係る記録媒体をクローズする方法の第１実施形態を示し
た図である。説明の便宜上、図７Ａは、クローズされる前のディスク状態を示し、図７Ｂ
は、クローズされた後のディスク状態を示している。
【０１０４】
　図７Ａは、ディスクのスペア領域（ＩＳＡ及びＯＳＡ）内にＴＤＭＡが割り当てられな
い場合を示した図である。ユーザーデータ領域内には２個のＳＲＲ＃１及びＳＲＲ＃２が
割り当てられており、ディスク内の最後のＬＲＡ位置（Ａ）は、ＳＲＲ＃２内の最後のデ
ータが記録された位置である。前記ディスク内の最後のＬＲＡ位置（Ａ）は、上述したＴ
ＤＤＳ内に記録される。もちろん、各ＳＲＲエントリー別に、ＳＲＲ内のＬＲＡ位置が別
途に記録されている。
【０１０５】
　図７Ｂは、図７Ａのディスク状態で本発明の第１実施形態によってディスクをクローズ
した後のディスク状態を示した図である。すなわち、本発明の第１実施形態によると、前
記ディスクの既存の未記録領域が記録領域に強制的に変換されず、ＴＤＭＡ内の最新情報
、すなわち、最新のＴＤＤＳ、ＴＤＦＬ、ＳＲＲＩ情報をリードイン領域及びリードアウ
ト領域内のＤＭＡ（ＤＭＡ１～ＤＭＡ４）内に移転して記録することで、前記ディスクが
クローズされる。図７Ｂには示していないが、ディスクがクローズされたことを示すイン
ジケータをＴＤＭＡ０内に含ませることも可能である。
【０１０６】
　図７Ｂに示されたディスクをクローズする方法は、図１に示された古いバージョンのデ
ィスク１００ａに適している。すなわち、古いバージョンのディスク１００ａの場合、新
しい記録／再生装置１０ｂとの互換性が維持されるので、上述した第１実施形態のような
方法を使用するのに何らの問題も生じない。図７Ｂに示されたディスクをクローズする方
法は、図１に示された新しいバージョンのディスク１００ｂの場合には適していない。す
なわち、新しいバージョンのディスク１００ｂに第１実施形態のような方法を適用すると
、古いバージョンの記録／再生装置１０ａでこれを正確に認識できず、エラーが発生する
ようになる。すなわち、逆互換性が維持されなくなる。
【０１０７】
　以下、図８Ａ～図１０Ｂでは、前記新しいバージョンのディスク１００ｂが古いバージ
ョンの記録／再生装置１０ａとの逆互換性を維持できるディスククローズ方法を説明する
。
【０１０８】
　図８Ａ及び図８Ｂは、本発明に係る記録媒体をクローズする方法の第２実施形態を示し
た図である。説明の便宜上、図８Ａは、クローズされる前のディスク状態を示し、図８Ｂ
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は、クローズされた後のディスク状態を示している。
【０１０９】
　図８Ａは、説明の便宜上、図７Ａで示したものと同一のディスクの状態を示した。すな
わち、スペア領域（ＩＳＡ、ＯＳＡ）内にＴＤＭＡが割り当てられておらず、２個のＳＲ
Ｒ＃１及びＳＲＲ＃２がユーザーデータ領域に割り当てられており、ディスク内の最後の
ＬＲＡ位置（Ａ）は、ＳＲＲ＃２内の最後のデータが記録された位置になる。
【０１１０】
　図８Ｂは、本発明の第２実施形態に従ってディスクをクローズした後のディスク状態を
示した図である。すなわち、本発明の第２実施形態によると、既存の未記録領域が記録領
域に強制的に変換され、ＴＤＭＡ内の最新情報、すなわち、最新のＴＤＤＳ、ＴＤＦＬ、
ＳＲＲＩ情報がリードイン領域及びリードアウト領域内のＤＭＡ（ＤＭＡ１～ＤＭＡ４）
内に移転・記録されることで、ディスクがクローズされるようになる。図８Ａには示して
いないが、ディスクがクローズされたことを示すインジケータがＴＤＭＡ０内に含まれる
ことも可能である。
【０１１１】
　図８Ｂに示したディスククローズ方法は、図１に示した新しいバージョンのディスク１
００ｂの場合に適している。すなわち、新しいバージョンのディスク１００ｂが古いバー
ジョンの記録／再生装置１０ａ内で逆互換性を維持するためには、全ての未記録領域を記
録領域に変更する必要がある。また、図８Ｂに示されたディスククローズ方法は、図１に
示された古いバージョンのディスク１００ａの場合にも適用することができる。ディスク
クローズ時にはこれ以上ディスク内にデータ記録を行えないので、全ての未記録領域を記
録領域に変更しても構わなくなる。すなわち、図１に示した古いバージョンのディスク１
００ａの場合、図７Ｂ及び図８Ｂに示したディスククローズ方法の両方を使用可能である
。
【０１１２】
　図９Ａ及び図９Ｂは、本発明に係る記録媒体のクローズ方法の第３実施形態を示した図
である。説明の便宜上、図９Ａには、クローズされる前のディスク状態を示し、図９Ｂに
は、クローズされた後のディスク状態を示した。
【０１１３】
　図９Ａのディスク状態は、説明の便宜上、図７Ａのディスク状態と同一に示した。すな
わち、スペア領域（ＩＳＡ及びＯＳＡ）内にＴＤＭＡが割り当てられておらず、２個のＳ
ＲＲ＃１及びＳＲＲ＃２がユーザーデータ領域に割り当てられており、ディスク内の最後
のＬＲＡ位置（Ａ）は、ＳＲＲ＃２内の最後のデータが記録された位置になる。
【０１１４】
　図９Ｂは、本発明の第３実施形態によってディスクをクローズした後のディスク状態を
示した図である。すなわち、本発明の第３実施形態によると、ディスク内の最後のＬＲＡ
位置（Ａ）の前にある未記録領域が記録領域に強制的に変換され、ＴＤＭＡ内の最新情報
、すなわち、最新のＴＤＤＳ、ＴＤＦＬ、ＳＲＲＩ情報がリードイン領域内のＤＭＡ（Ｄ
ＭＡ１、ＤＭＡ２）内に移転・記録され、前記ディスク内の最後のＬＲＡ位置（Ａ）に特
定の認識情報が記録されることで、ディスクがクローズされるようになる。例えば、ＬＲ
Ａ位置（Ａ）に"ガード領域"が形成され、前記ガード領域内に認識情報が記録されること
もある。前記認識情報は、ガード領域内に記録された特定の有効なデータで構成されるか
、または、ガード領域内に記録されたダミーデータで構成される。また、図９Ｂには示し
ていないが、ディスクがクローズされたことを示すインジケータがＴＤＭＡ０内に含まれ
ることも可能である。
【０１１５】
　上述した古いバージョンの記録／再生装置１０ａは、ガード領域が存在することを認識
すると、ガード領域の後にあるデータは無視し、ガード領域の前にあるデータのみを有効
に再生することができる。結局、前述の古いバージョンの記録／再生装置１０ａが互換性
を有して、新しいバージョンのディスク１００ｂからもデータを再生できるようになる。
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ガード領域の存在は、後述する図１１Ｂ及び図１１ＤのＳＲＲエントリー構造からも確認
される。
【０１１６】
　本発明の第３実施形態に従ってディスクをクローズする方法は、特に、ディスクをクロ
ーズする時間を短縮しようとする場合に有用である。すなわち、以前の記録／再生装置１
０ａで新しいバージョンのディスク１００ｂが逆互換性を維持するためには、全ての未記
録領域を記録領域に変更する必要がある。ただし、有効データが存在しない未記録領域ま
で全て記録領域に変更する場合、多くの時間が要求されるので、ディスク内の最後のＬＲ
Ａ位置（Ａ）の前にある未記録領域のみを記録領域に変更し、ディスク内の最後のＬＲＡ
位置（Ａ）にはガード領域（guａrdａreａ）を形成する。したがって、古いバージョンの
記録／再生装置１０ａが新しいバージョンのディスク１００ｂからデータを再生する場合
、当該ガード領域の前にあるデータのみを有効に認識して再生できるようになる。本実施
例によってディスクをクローズする場合、前記形成されたガード領域の後に存在するＤＭ
Ａ（リードアウト領域内のＤＭＡ３及びＤＭＡ４）内には情報を記録する必要がない。し
たがって、本実施形態によってクローズされたディスクでは、リードイン領域内のＤＭＡ
（ＤＭＡ１及びＤＭＡ２）のみが活用される。
【０１１７】
　図１０Ａ及び図１０Ｂは、本発明に係る記録媒体をクローズする方法の第４実施形態を
示した図である。図１０Ａ及び図１０Ｂは、本発明の第３実施形態（図９Ｂ）によってデ
ィスクをクローズする方法の変形的使用例に該当する。
【０１１８】
　本発明の第３実施形態（図９Ｂ）でディスク内の最後のＬＲＡ位置（Ａ）の前にある未
記録領域が全て記録領域に変更されることに比べて、本発明の第４実施形態では、ディス
ク内の最後のＬＲＡ位置（Ａ）と直ぐ前のＬＲＡ位置（Ｂ）とを互いに比較することで、
ガード領域が形成される位置（またはＳＲＲ）が決定される。
【０１１９】
　前記決定された位置の後に位置する有効データは、ユーザーデータ領域内で前記決定さ
れた位置の前に位置する未記録領域に移転されるようになる。特に、前記決定された位置
の後に位置する有効データは、前記ディスクがクローズされる前にオープンＳＲＲの未記
録領域に連続的に記録される。前記ユーザーデータを移転した後に残っている未記録領域
、及び前記ディスクがクローズされる前に既にクローズされたＳＲＲ内の未記録領域は、
ディスクのクローズ中にダミーデータで充填される。また、本発明の第４実施形態は、論
理的重畳記録（ｌｏｇｉｃａｌ　ｏｖｅｒｗｒｉｔｅ：以下、"ＬＯＷ"という。）方式を
活用し、前記決定された位置の後に位置する有効データを移転する方式を提供する。前記
移転に関する情報は、欠陥領域を管理する方法と同一の方法によって前記記録媒体の管理
領域に記録される。
【０１２０】
　以下、図１０Ａ及び図１０Ｂを参照して本発明の第４実施形態を詳細に説明する。
【０１２１】
　図１０Ａ及び図１０Ｂは、本発明の第４実施例によってディスクをクローズした後のデ
ィスク状態を示した図である。
【０１２２】
　図１０Ａでは、ディスク内の最外周に位置したＳＲＲをＳＲＲ＃ｎと仮定し、その前の
ＳＲＲをＳＲＲ＃（ｎ－１）と仮定する。また、前記ＳＲＲ＃ｎ以後のスペア領域（ＯＳ
Ａ）内には、欠陥管理のために代替記録されたデータが存在すると仮定する。
【０１２３】
　上記のようなディスク状態でディスクがクローズされる場合、前記ＳＲＲ＃ｎ内のＬＲ
Ａ位置（Ａ）とＳＲＲ＃（ｎ－１）内のＬＲＡ位置（Ｂ）とを比較し、どの位置にガード
領域を形成するかが決定される。例えば、前記ＬＲＡ位置（Ａ）とＬＲＡ位置（Ｂ）との
間の未記録領域の大きさが基準値（例えば、Ｌ個のクラスター）より大きい場合、前記Ｌ
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ＲＡ位置（Ｂ）が存在するＳＲＲ＃（ｎ－１）にガード領域が形成される。その反面、前
記ＬＲＡ位置（Ａ）とＬＲＡ位置（Ｂ）との間の未記録領域の大きさが基準値（例えば、
Ｌ個のクラスター）より小さい場合、前記ＬＲＡ位置（Ａ）が存在するＳＲＲ＃ｎにガー
ド領域が形成される。したがって、未記録領域全体を記録領域に変更するのに要される時
間を減少させることが可能になる。したがって、前記基準値（例えば、Ｌ個のクラスター
）は、所要時間を考慮した上で、システム別に自由に設定して運営することが好ましい。
前記"クラスター"は、ディスク内の記録単位を意味するもので、特に、ＢＤ－Ｒでエラー
訂正コード（ＥＣＣ）が適用される最小記録単位を意味する。
【０１２４】
　本発明の第４実施形態において、ガード領域が形成されるＳＲＲは、システムによって
多様に決定することができ、これは、本発明の変形例に該当する。例えば、前記ＬＲＡ位
置（Ａ）とＬＲＡ位置（Ｂ）とを比較する代わりに、ＳＲＲ＃（ｎ－１）内の未記録領域
の大きさ（ａ）とＳＲＲ＃ｎ内の記録領域の大きさ（ｂ）とを比較し、ガード領域が形成
されるＳＲＲの位置を決定することもできる。すなわち、ＳＲＲ＃（ｎ－１）のＬＲＡ位
置（Ｂ）からＳＲＲ＃ｎの開始アドレスまでがＳＲＲ＃（ｎ－１）内の未記録領域の大き
さ（ａ）になり、前記ＳＲＲ＃ｎの開始アドレスからＳＲＲ＃ｎのＬＲＡ位置（Ａ）まで
がＳＲＲ＃ｎの記録領域の大きさ（ｂ）に該当する。したがって、前記ＳＲＲ＃（ｎ－１
）の未記録領域の大きさ（ａ）とＳＲＲ＃ｎの記録領域の大きさ（ｂ）との差が基準値よ
り大きい場合、ＳＲＲ＃（ｎ－１）にガード領域が形成され、前記ＳＲＲ＃（ｎ－１）の
未記録領域の大きさ（ａ）とＳＲＲ＃ｎの記録領域の大きさ（ｂ）との差が基準値より小
さい場合、ＳＲＲ＃ｎにガード領域が形成される。
【０１２５】
　上記のような多様な方法を通して、ＬＲＡ位置（Ｂ）が存在するＳＲＲ＃（ｎ－１）に
ガード領域を形成することに決定されると、ＳＲＲ＃ｎ及びＯＳＡ内に記録された有効デ
ータが前記ＬＲＡ位置（Ｂ）の次に移転（記録）される。次いで、上述したガード領域が
前記移転されたデータの後に形成される。したがって、ガード領域の後に存在する有効デ
ータは、ガード領域を形成する前に移転される必要がある。例えば、ＢＤ－Ｒにおいて、
前記移転は上述したＬＯＷ方式によって行われ、ＬＯＷに関する情報（すなわち、元の位
置情報及び移転された位置情報）は、欠陥領域が管理される場合と同一の方式で欠陥リス
ト（ＴＤＦＬ）に記録される。
【０１２６】
　ディスクのクローズが完了すると、前記ＬＯＷ方式によって代替された最後の有効デー
タの位置がディスクの新しい最終ＬＲＡ位置（Ｃ）になる。すなわち、前記ガード領域は
、ＬＲＡ位置"Ｃ"の次に形成される。
【０１２７】
　図１０Ａには示していないが、ＳＲＲ＃ｎまたはＳＲＲ＃（ｎ－１）にガード領域を形
成することが決定されると、前記ＯＳＡ内の有効データをガード領域形成前にＳＲＲ＃ｎ
またはＳＲＲ＃（ｎ－１）に代替記録すべきである。この場合、ＳＲＲ＃ｎまたはＳＲＲ
＃（ｎ－１）の未記録領域が、前記ＯＳＡ内の有効データが記録されるほどに充分でない
場合には、前記ＯＳＡ内にガード領域を形成することが好ましい。
【０１２８】
　図１０Ｂは、図１０Ａと同一の状態で、例えば、スペア領域（ＯＳＡ）内にＴＤＭＡが
割り当てられている場合を示した図である。すなわち、上述したようにガード領域が形成
されるＳＲＲ以後の全ての有効データは、ＬＯＷ方式によってガード領域の前の位置に代
替記録されるべきである。しかしながら、前記ＴＤＭＡ内に記録された有効データは、前
記ディスクをクローズするときに前記ＤＭＡ内に移転・記録されるので、前記ＴＤＭＡ内
に記録された有効データは、前記ガード領域の前の位置に代替記録される必要がない。す
なわち、前記ディスクをクローズするとき、前記ＴＤＭＡ内の最新情報がＤＭＡ内に移転
・記録される。
【０１２９】
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　図１０Ａ及び図１０Ｂには示していないが、前記ＳＲＲ＃ｎまたはＳＲＲ＃（ｎ－１）
の後に位置する有効データは、前記ＳＲＲ＃ｎの前にある他のオープンＳＲＲに移転され
ることもある。
【０１３０】
　本発明の第４実施形態（図１０Ａ及び図１０Ｂ）は、次の場合に特に有用である。特定
の光ディスク、例えば、図１の新しいバージョンのディスク１００ｂにおいて、ユーザー
データ領域の最外周に記録範囲（例えば、前記"ＳＲＲ＃ｎ"）が割り当てられ、前記記録
範囲に割り当てられたＳＲＲにファイルシステム情報が記録される。この場合、最外周の
ＳＲＲ＃ｎと直ぐ前のＳＲＲ＃（ｎ－１）は、物理的に相当に離れた地点にそれぞれ位置
するようになる。したがって、このような物理的構造下でディスクをクローズすると、上
述した本発明の第２実施例（図８Ｂ）または第３実施例（図９Ｂ）が前記ディスクに適用
されるとしても、結局、ＳＲＲ＃ｎとＳＲＲ＃（ｎ－１）との間の未記録領域が全て記録
領域に変更されるべきで、前記ディスクをクローズする時間が増加するようになる。すな
わち、本発明の第４実施形態によると、逆互換性を維持しながらも、ディスクをクローズ
する時間を短縮することができる。
【０１３１】
　図１０Ｃは、本発明による記録媒体のクローズ方法に対する第５実施形態を示した図で
ある。図１０Ｃでは、各ＳＲＲをクローズする方法を記録媒体のクローズに応用している
。
【０１３２】
　記録媒体をクローズする場合、前記記録媒体内の全てのＳＲＲがクローズされるべきで
ある。例えば、上述した図８Ｂ、図９Ｂ及び図１０Ａにおいて、クローズドＳＲＲ内の未
記録領域が記録領域に変更される必要性がある。記録媒体内の全てのＳＲＲの未記録領域
を同時に記録領域に変更するためには、多くの時間が要求される。図１０Ｃは、記録媒体
をクローズするのに多くの時間が要求されるという問題点を解決するための方法に関して
いる。図１０Ｃの方法は、一つのクローズドＳＲＲを例示したものである。以下、図１０
Ｃを参照して、ＳＲＲ＃ｍをクローズドＳＲＲに変更する方法を詳細に説明する。
【０１３３】
　図１０Ｃは、記録媒体をクローズする時に記録媒体内の未記録領域全体を記録領域に変
更するよりも、記録／再生装置が特別な機能を行わないアイドル状態の間に、クローズド
ＳＲＲ内の未記録領域を記録領域に変更する方法を示した図である。以下、説明の便宜上
、図１０Ｃの方式を上述した"バックグラウンドクローズ"と命名する。
【０１３４】
　例えば、最初のＳＲＲ＃ｍにはＬＲＡ位置まで有効データが記録されており、残りの領
域は未記録状態にあると仮定する。前記状態でＳＲＲ＃ｍをクローズするための多様な原
因が発生すると（上位セッションをクローズしたり、ＳＲＲのみをクローズする場合）、
記録／再生装置は、前記ＳＲＲ＃ｍの未記録領域を直ちに記録領域に変更しない。前記記
録／再生装置は、前記記録／再生装置が特別な機能を行わないアイドル状態であるとき、
クローズドＳＲＲ内の前記ＬＲＡ位置からダミーデータを記録し、バックグラウンドクロ
ーズを行うようになる。バックグラウンドクローズを行う間にインタラプトが発生すると
、現在遂行中のバックグラウンドクローズが終了され、インタラプト信号に対応する動作
（例えば、記録または再生動作）が行われる。
【０１３５】
　本発明によると、記録媒体をクローズする前に、クローズドＳＲＲに対して予め前記バ
ックグラウンドクローズ方式を行うことによって、実際に記録媒体をクローズする時間を
短縮できるという長所がある。バックグラウンドクローズ方式によってクローズドＳＲＲ
内の全ての記録領域が記録領域に変更された場合、実際に記録媒体をクローズするときに
は、オープンＳＲＲ内の未記録領域のみを記録領域に変更することによって記録媒体のク
ローズが完了する。
【０１３６】
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　バックグラウンドクローズが中断された位置は、ＬＷＡ（ｌａｓｔ　ｒｅｃｏｒｄｅｄ
ａｄｄｒｅｓｓ）情報などの別途の管理情報によって定義され、前記記録／再生装置内の
メモリ（図１２の図面符号１５）に保存される。以後、バックグラウンドクローズが再び
行われると、前記保存されたＬＷＡ位置からバックグラウンドクローズが再開される。Ｓ
ＲＲエントリー内に前記バックグラウンドクローズと関連した情報が設定されることも可
能である。これに対しては、図１１Ｃ及び図１１Ｄを参照して後で詳細に説明する。
【０１３７】
　図１１Ａ及び図１１Ｄは、本発明による管理情報を記録する例を示した図である。すな
わち、上述したＳＲＲＩ内の各ＳＲＲエントリーの構造を示した図である。
【０１３８】
　図１１Ａは、本発明に係るＳＲＲエントリー構造の一例を示した図である。一つのＳＲ
Ｒエントリーは、ユーザーデータ領域内に形成された特定のＳＲＲと一対一に対応する情
報である。前記ＳＲＲエントリーは、総８バイトで構成されており、前記ＳＲＲの属性を
示す次のような情報を有する。例えば、"Ｓｔａｒｔ　ＰＳＮ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＳＲＲ＃
ｉ"フィールドは、前記ＳＲＲの開始アドレス位置を示す情報として、物理的セクターナ
ンバー（ＰＳＮ）値を有する。また、"ＬＲＡ　ｉｎ　ｔｈｅ　ＳＲＲ＃ｉ"フィールドは
、上述したように、前記ＳＲＲ内に最後に記録されたユーザーデータの位置を示す情報と
して、これもＰＳＮ値を有する。１ビットの"Ｓｅｓｓｉｏｎ　ｓｔａｒｔ"フラグ情報は
、前記ＳＲＲが特定のセッションの開始ＳＲＲであるかどうかを示す情報として活用され
る。また、"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ"情報は、前記ＳＲＲに未記録領域が存在する
かどうかを示す情報として活用される。すなわち、"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ＝１
ｂ"であると、前記ＳＲＲに未記録領域が存在しないことを意味し、"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ
　ｆｌａｇ＝０ｂ"であると、前記ＳＲＲに未記録領域が存在することを意味すると定義
することができる。
【０１３９】
　前記"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ"は、上述した本発明のディスククローズ方法のう
ち第２実施形態（図８Ｂ）、第３実施形態（図９Ｂ）、第４実施形態（図１０Ａ、図１０
Ｂ）及び第５実施形態（図１０Ｃ）で活用される。すなわち、前記ＳＲＲ内の未記録領域
を記録領域に変更すべきである場合、前記"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ"を確認し、未
記録領域が残っているＳＲＲに対して記録領域に変更する動作を行えるようになる。オー
プンＳＲＲは、常に"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ＝０ｂ"にし、未記録領域が存在する
ことを表示するようになる。その反面、クローズドＳＲＲでは、未記録領域の存在可否に
よって"０ｂ"または"１ｂ"のうち何れか一つに前記"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ"が設
定される。特に、光ディスク規格でオープンＳＲＲがクローズドＳＲＲに変更されるとき
、未記録領域を記録領域に変更することを記録／再生装置別に選択的事項として規定した
場合、前記"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ"は、記録領域への変更が必要なクローズドＳ
ＲＲを表示する情報としても活用される。
【０１４０】
　特に、図１０Ｃによるバックグラウンドクローズを行う場合、記録／再生装置は、前記
ＳＲＲエントリー内の"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ＝１ｂ"であるクローズドＳＲＲの
うち、未記録領域が存在するＳＲＲを探し、バックグラウンドクローズを行うようになる
。バックグラウンドクローズが完了され、全ての未記録領域が記録領域に変更されると、
前記"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ"を"０ｂ"に設定し、未記録領域が残っていないこと
を表示するようになる。
【０１４１】
　図１１Ｂは、本発明に係るＳＲＲエントリー構造の他の例を示した図である。すなわち
、"Ｓｔａｒｔ　ＰＳＮ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＳＲＲ＃ｉ"フィールド、"ＬＲＡ　ｉｎ　ｔｈ
ｅ　ＳＲＲ＃ｉ"フィールド、"Ｓｅｓｓｉｏｎ　ｓｔａｒｔ"フラグ情報、及び"Ｆｉｌｌ
ｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ"は、上述した図１１Ａの場合と同一である。図１１Ｂは、図１１
Ａと比較したとき、追加的に"Ｇｕａｒｄ　ａｒｅａ　ｆｌａｇ"を備えており、前記ＳＲ
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Ｒに上述したガード領域が存在するかどうかを示す情報として活用する。すなわち、"Ｇ
ｕａｒｄ　ａｒｅａ　ｆｌａｇ＝０ｂ"であると、前記ＳＲＲにガード領域が存在するこ
とを意味し、"Ｇｕａｒｄ　ａｒｅａ　ｆｌａｇ＝１ｂ"であると、前記ＳＲＲにガード領
域が存在しないことを意味する。したがって、前記"Ｇｕａｒｄ　ａｒｅａ　ｆｌａｇ"情
報は、前記記録媒体内の有効ユーザーデータを含む最後の記録範囲を識別するのに使用さ
れる。
【０１４２】
　前記"Ｇｕａｒｄ　ａｒｅａ　ｆｌａｇ"は、上述した本発明のディスククローズ方法の
うち、特に、ガード領域の形成と関連した第３実施形態（図９Ｂ）及び第４実施形態（図
１０Ａ及び図１０Ｂ）で有用に活用される。すなわち、ディスククローズ時に特定のＳＲ
Ｒにガード領域を形成した場合、前記ＳＲＲエントリー内の"Ｇｕａｒｄ　ａｒｅａ　ｆ
ｌａｇ＝０ｂ"に設定することで、以後、前記ディスクが他の記録／再生装置に挿入され
るとき、当該記録／再生装置は、ＤＭＡ内に記録された最終のＳＲＲエントリーから、現
在挿入された光ディスク内のガード領域が形成されたＳＲＲの位置を容易に確認できるよ
うになる。したがって、前記確認されたガード領域の前にあるデータのみが有効に再生さ
れるようになる。
【０１４３】
　"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ"は第１識別情報と命名され、"Ｇｕａｒｄ　ａｒｅａ
　ｆｌａｇ"は第２識別情報と命名される。この場合、記録／再生装置は、第１識別情報
（"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ"）を用いて前記ディスクをクローズするとき、前記未
記録領域を記録領域に効率的に変更することができ、第２識別情報（"Ｇｕａｒｄ　ａｒ
ｅａ　ｆｌａｇ"）を用いて前記ディスクをクローズした後、ディスク内の最後の有効デ
ータが記録された位置を確認することも可能である。
【０１４４】
　図１１Ｃは、本発明に係るＳＲＲエントリー構造の他の例を示した図である。"Ｓｔａ
ｒｔ　ＰＳＮ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＳＲＲ＃ｉ"フィールド、"ＬＲＡ　ｉｎ　ｔｈｅ　ＳＲＲ
＃ｉ"フィールド、"Ｓｅｓｓｉｏｎ　ｓｔａｒｔ"フラグ情報、及び"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ
　ｆｌａｇ"は、上述した図１１Ａの場合と同一である。図１１Ｃの実施例は、図１１Ａ
に比べて、追加的に"ｂｇ（ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ）－ｐｒｏｃｅｓｓ　ｆｌａｇ"を備え
ており、当該ＳＲＲに上述した図１０Ｃのバックグラウンドクローズが行われていること
を示す情報として活用する。すなわち、"ｂｇ（ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ）－ｐｒｏｃｅｓ
ｓ　ｆｌａｇ＝１ｂ"であると、ＳＲＲにバックグラウンドクローズが行われていること
を意味し、"ｂｇ（ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ）－ｐｒｏｃｅｓｓ　ｆｌａｇ＝０ｂ"であると
、ＳＲＲにバックグラウンドクローズが行われていないことを意味する。
【０１４５】
　前記"ｂｇ－ｐｒｏｃｅｓｓ　ｆｌａｇ"は、上述した本発明のディスククローズ方法の
うち、バックグラウンドクローズと関連した第５実施形態（図１０Ｃ）で特に有用に活用
される。例えば、特定のクローズドＳＲＲでバックグラウンドクローズを行う途中、外部
インタラプトによってバックグラウンドクローズを終了する場合、ＳＲＲがバックグラウ
ンドクローズを行っていたことを示すように、"ｂｇ－ｐｒｏｃｅｓｓ　ｆｌａｇ"を"１
ｂ"に設定するようになる。以後、記録媒体が他の記録／再生装置内に挿入されると、Ｓ
ＲＲＩ内のＳＲＲエントリー情報を確認することによって、以前にバックグラウンドクロ
ーズが行われていたＳＲＲを容易に確認できるようになる。
【０１４６】
　図１１Ｄは、本発明に係るＳＲＲエントリー構造の他の例を示した図である。図１１Ｄ
は、図１１Ａ～図１１Ｃに基づいて詳細に説明した"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ"、"
Ｇｕａｒｄ　ａｒｅａ　ｆｌａｇ"及び"ｂｇ（ｂａｃｋｇｒｏｕｎｄ）－ｐｒｏｃｅｓｓ
　ｆｌａｇ"を全てＳＲＲエントリー内に設定することを特徴とする。各フラグ情報の具
体的な意味は上述した通りであるので、それに対する説明は省略する。
【０１４７】
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　図１２は、本発明の記録／再生装置を示した図である。本発明の記録／再生装置は、光
ディスクにデータを記録したり、記録されたデータを再生する記録／再生部２０と、これ
を制御する制御器１２とを含んで構成される。図１２に示した記録／再生装置は、図１の
記録／再生装置１０ａ，１０ｂの全てに該当する。
【０１４８】
　前記記録／再生部２０は、光ディスクにデータを直接的に記録したり、光ディスクに記
録されたデータを読み出すピックアップ部１１と、ピックアップ部１１から読み出された
信号を受信して所望の信号値に復元したり、記録される信号を光ディスクに記録される信
号に変調して伝達する信号処理部１３と、光ディスクから正確に信号を読み出すか、光デ
ィスクに信号を正確に記録するためにピックアップ部１１を制御するサーボ１４と、欠陥
管理情報を含む管理情報及びデータを一時保存するメモリ１５と、前記各構成要素の制御
を担当するマイコン１６とを含んで構成される。ここで、前記記録／再生部２０のみで構
成された記録／再生装置は、ドライバーともいい、コンピュータ周辺機器として活用され
る。
【０１４９】
　再生の観点で、前記記録／再生部２０は、制御器１２の制御によって光ディスク３０か
らデータを読み込んでデコーダーに提供する。すなわち、前記記録／再生部２０は、再生
の観点ではデータを読み込む再生部（またはリーダ部）の役割をする。記録の観点で、前
記記録／再生部２０は、ＡＶエンコーダー１８によってエンコーディングされた信号を受
けて、データを光ディスク３０に記録する記録部になる。前記記録／再生部２０のみで構
成された記録／再生装置がコンピュータに内蔵可能な"ドライブ"になり得ることは、既に
広く知られた事実である。
【０１５０】
　制御器１２は、前記記録／再生装置内の全体構成要素の制御を担当する。前記制御器１
２は、使用者命令などを参照して、光ディスクにデータを記録または再生するための記録
／再生命令をインターフェースを通して前記記録／再生部２０に伝送する。併せて、前記
制御器１２は、使用者命令などによって光ディスクの外部に存在する外部サーバーとネッ
トワーキングを行うこともある。
【０１５１】
　前記制御器１２と前記マイコン１６は別々に動作する。また、前記制御器１２とマイコ
ン１６の機能が統合され、一つの制御部として動作することも可能である。以下、前記制
御器１２及び／またはマイコン１６を制御部と称することにする。前記制御部は、記録／
再生装置内に備わるプログラム（ソフトウェア）及び／またはハードウェアで構成される
。
【０１５２】
　デコーダー１７は、制御部の制御によって光ディスクから読み出された信号をデコーデ
ィングし、これを所望の情報に復元して使用者に提供する。
【０１５３】
　エンコーダー１８は、光ディスクに信号を記録する機能を行うために、制御部の制御に
よって入力信号を特定のフォーマットの信号、例えば、ＭＰＥＧ２トランスポートストリ
ームに変換して信号処理部１３に提供する。
【０１５４】
　以下、本発明の記録／再生装置を活用した記録媒体の記録／再生方法、管理情報の記録
方法及び記録媒体のクローズ方法に対して、図１３Ａ及び図１３Ｂ、図１４Ａ～図１４Ｃ
及び図１５を参照して詳細に説明する。
【０１５５】
　図１３Ａは、本発明によって記録媒体にデータを記録したり、記録媒体からデータを再
生する方法を示したフローチャートである。
【０１５６】
　ディスクが記録／再生装置内にロードされると、当該ディスクが既にクローズされた状
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態であるかどうかが確認される（Ｓ１００）。
【０１５７】
　ディスクがクローズされた状態である場合、ＤＭＡ内に記録された管理情報から、現在
ディスク内にガード領域が存在するＳＲＲの位置を確認する（Ｓ１０１）。前記ステップ
Ｓ１０１は、上述したように、ＤＭＡ内に記録されたＳＲＲエントリーのうち"Ｇｕａｒ
ｄ　ａｒｅａ　ｆｌａｇ＝０ｂ"に設定されたＳＲＲエントリーを確認することによって
行われる。したがって、記録／再生装置は、前記ガード領域の前に記録されたデータのみ
を再生するようになる（Ｓ１０３）。
【０１５８】
　また、ディスクがクローズされた状態でない場合、ＴＤＭＡ内に記録された管理情報か
ら、現在ディスクの記録状態が確認される（Ｓ１０２）。前記ステップＳ１０２は、上述
したように、ＴＤＭＡ内に記録された最新のＳＲＲＩ情報からオープンＳＲＲ及びクロー
ズドＳＲＲの位置及び各ＳＲＲエントリーを確認することによって行われる。したがって
、記録／再生装置は、使用者などの要請がある場合、前記オープンＳＲＲ内のＮＷＡ位置
でデータ記録動作を行ったり、ディスク内に記録された全てのデータに対する再生動作を
行う（Ｓ１０４）。
【０１５９】
　図１３Ｂは、本発明による記録媒体に管理情報を記録する方法を示したフローチャート
である。
【０１６０】
　ディスクの記録／再生途中にオープンＳＲＲがクローズされると、まず、クローズドＳ
ＲＲ内に未記録領域が存在するかどうかが判断される（Ｓ２００）。前記ステップＳ２０
０は、最初に割り当てられたＳＲＲの大きさで現在記録された領域の位置を比較すること
によって行われる。前記判断結果、ＳＲＲがクローズされた後に未記録領域が存在すると
、そのＳＲＲエントリー内の"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ"を"０ｂ"に設定し、そのク
ローズされたＳＲＲ内に未記録領域が存在することが表示される（Ｓ２０１）。また、未
記録領域が存在しない場合、ＳＲＲエントリー内の"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ"を"
１ｂ"に設定し、そのクローズされたＳＲＲ内に未記録領域が存在しないことが表示され
る（Ｓ２０２）。
【０１６１】
　上記のように設定された"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ"を活用することで、以後にデ
ィスクをクローズするとき、未記録領域が存在するＳＲＲ（すなわち、"Ｆｉｌｌｅｄ－
ｕｐ　ｆｌａｇ＝０ｂ"に設定されたＳＲＲ）に対してのみその未記録領域を記録領域に
変更することが可能になる。また、"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ＝０ｂ"であるＳＲＲ
に対しては、上述した図１０Ｃのバックグラウンドクローズ方式が適用される。
【０１６２】
　図１４Ａ～図１４Ｃは、本発明によって記録媒体をクローズする方法を示したフローチ
ャートである。
【０１６３】
　図１４Ａは、本発明によって記録媒体をクローズする方法に対する一例を示した図で、
特に、上述した第２実施例（図８Ｂ）を含むフローチャートである。
【０１６４】
　例えば、ディスククローズ命令が受信されると、どのタイプのディスクがロードされた
かが確認される（Ｓ１０）。前記ステップＳ１０は、ディスクをクローズする命令が受信
された時点で判断されるべきではない。ディスクがロードされた直後に、そのディスク内
の管理情報から前記ディスクのタイプが確認されることも可能である。これは、後述する
図１４Ｂ及び図１４Ｃにも同様に適用される。
【０１６５】
　ディスクが第１タイプ（例えば、図１の以前のバージョンの光ディスク１００ａとして
"Ｈ－ｔｏ－Ｌ　ｍｅｄｉａ"）に該当する場合、ＴＤＭＡ内に記録された最新情報（例え
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ば、最終のＴＤＤＳ、ＴＤＦＬ、ＳＲＲＩ）がＤＭＡに移転・記録される（Ｓ１１）。以
後、ＴＤＭＡ内のディスククローズインジケータは、当該ディスクがクローズされたこと
を表示するようになる。前記記録／再生装置は、選択的に前記ディスク内の未記録領域を
記録領域に変更することも可能である。
【０１６６】
　ディスクが第２タイプ（例えば、図１の新しいバージョンの光ディスク１００ｂとして
"Ｌ－ｔｏ－Ｈ　ｍｅｄｉａ"）に該当する場合、ＴＤＭＡ内に記録された最新情報（例え
ば、最終のＴＤＤＳ、ＴＤＦＬ、ＳＲＲＩ）がＤＭＡに移転・記録される一方（Ｓ２１）
、前記ディスク内の未記録領域が全て記録領域に変更される（Ｓ２２）。前記ステップＳ
２２が先に行われ、その後に前記ステップＳ２１が行われても構わない。前記ステップＳ
２２の途中に未記録領域を記録領域に変更することは、ピットが形成された領域であるこ
とを示すように未記録領域にダミーデータを記録することによって行われる。前記ＴＤＭ
Ａ内のディスククローズインジケータは、前記ディスクがクローズされたことを表示する
ようになる。
【０１６７】
　ディスクが完全にクローズされる前に、ＳＲＲエントリー内の第１及び／または第２識
別情報（例えば、"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ"または"Ｇｕａｒｄ－ａｒｅａ　ｆｌ
ａｇ"）が所定の値に設定されるべきであることは自明である。
【０１６８】
　図１４Ｂは、本発明に係る記録媒体をクローズする方法の他の例を示した図で、特に、
上述した第３実施形態（図９Ｂ）を含むフローチャートである。
【０１６９】
　例えば、ディスクをクローズする命令が受信されると、どのタイプのディスクがロード
されたかが確認される（Ｓ１０）。ディスクが第１タイプ（例えば、図１の以前のバージ
ョンの光ディスク１００ａとして"Ｈ－ｔｏ－Ｌ　ｍｅｄｉａ"）に該当する場合、ＴＤＭ
Ａ内に記録された最新情報（例えば、最終のＴＤＤＳ、ＴＤＦＬ、ＳＲＲＩ）がＤＭＡに
移転・記録される（Ｓ１１）。以後、ＴＤＭＡ内のディスククローズインジケータに、デ
ィスクがクローズされたことを表示するようになる。また、記録／再生装置は、選択的に
ディスク内の未記録領域を記録領域に変更することも可能である。
【０１７０】
　ディスクが第２タイプ（例えば、図１の新しいバージョンの光ディスク１００ｂとして
"Ｌ－ｔｏ－Ｈ　ｍｅｄｉａ"）に該当する場合、ＴＤＭＡ内に記録された最新情報（例え
ば、最終のＴＤＤＳ、ＴＤＦＬ、ＳＲＲＩ）をＤＭＡに移転・記録し（Ｓ３１）、ディス
ク内の最後のＬＲＡ位置（Ａ）の前にある未記録領域を全て記録領域に変更する（Ｓ３２
）。また、前記ステップＳ３２で未記録領域を記録領域に変更することは、例えば、未記
録領域にダミーデータを記録し、ピットが形成された領域であることを示すことで充分で
ある。また、前記ディスク内の最後のＬＲＡ位置（Ａ）に、有効データが存在する最後の
位置であることを表示する認識情報を記録する（Ｓ３３）。前記認識情報は、例えば、上
述したガード領域を形成することを意味する。前記ステップＳ３１、Ｓ３２及びＳ３３は
、互いに遂行順序を変えても構わない。
【０１７１】
　ディスクをクローズする処理が完全に終了される前に、上述したＳＲＲエントリー内の
第１及び／または第２識別情報（例えば、"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ"または"Ｇｕ
ａｒｄ－ａｒｅａ　ｆｌａｇ"）にその値が設定されるべきであることは自明である。
【０１７２】
　図１４Ｃは、本発明に係る記録媒体をクローズする方法の他の例を示した図で、特に、
上述した第４実施形態（図１０Ａ及び図１０Ｂ）を含むフローチャートである。
【０１７３】
　例えば、ディスクをクローズするという命令が受信されると、どのタイプのディスクが
ロードされたかが確認される（Ｓ１０）。前記ディスクが第１タイプ（例えば、図１の以
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前のバージョンの光ディスク１００ａとして"Ｈ－ｔｏ－Ｌ　ｍｅｄｉａ"）に該当する場
合、ＴＤＭＡ内に記録された最新情報（例えば、最終のＴＤＤＳ、ＴＤＦＬ、ＳＲＲＩ）
がＤＭＡに移転・記録される（Ｓ１１）。以後、ＴＤＭＡ内のディスククローズインジケ
ータは、前記ディスクがクローズされたことを表示するようになる。前記記録／再生装置
は、選択的にディスク内の未記録領域を記録領域に変更することもできる。
【０１７４】
　ディスクが第２タイプ（例えば、図１の新しいバージョンの光ディスク１００ｂとして
"Ｌ－ｔｏ－Ｈ　ｍｅｄｉａ"）に該当する場合、ＴＤＭＡ内に記録された最新情報（例え
ば、最終のＴＤＤＳ、ＴＤＦＬ、ＳＲＲＩ）がＤＭＡに移転・記録され（Ｓ４１）、前記
ディスク内の最後のＬＲＡ位置（Ａ）と以前のＬＲＡ位置（Ｂ）とが比較される（Ｓ４２
）。前記ステップＳ４２は、ガード領域を形成する位置を決定するための処理である。既
に説明したように、前記ＬＲＡ位置（Ａ）とＬＲＡ位置（Ｂ）とを比較する方法の他にも
多様な方法が存在しうる。
【０１７５】
　前記比較結果、ＬＲＡ位置（Ａ）とＬＲＡ位置（Ｂ）との間の物理的間隔が特定の基準
値（例えば、Ｌ個のクラスター）より小さい場合、すなわち、（Ａ－Ｂ）＜Ｌであると、
前記ディスク内の最後のＬＲＡ位置（Ａ）を基準にして以前の全ての未記録領域が記録領
域に変更される（Ｓ５１）、前記ディスクがクローズされたことを表示する認識情報（例
えば、ガード領域形成）が記録される（Ｓ５２）。前記記録／再生装置は、再生される有
効データが記録された位置を認識することができる。
【０１７６】
　前記ステップＳ４２の比較結果、ＬＲＡ位置（Ａ）とＬＲＡ位置（Ｂ）との間の物理的
間隔が特定の基準値（例えば、Ｌ個のクラスター）より大きい場合、すなわち、（Ａ－Ｂ
）＞Ｌであると、前記ディスク内のＬＲＡ位置（Ｂ）を基準にして以前の全ての未記録領
域が記録領域に変更され（Ｓ６２）、ＬＲＡ位置（Ｂ）の後に存在する有効データがＬＲ
Ａ位置（Ｂ）の次に移転される（Ｓ６２）。ＢＤ－Ｒの場合、前記移転は、例えば、論理
的重畳記録（ＬＯＷ）方式によって行われる。前記ステップＳ６２による移転・記録が完
了されると、ディスク内の有効データが存在する最後の位置であることを表示する認識情
報（例えば、ガード領域形成）が記録される（Ｓ６２）。前記ステップＳ６１とＳ６２は
、遂行順序を変えても構わない。
【０１７７】
　図１５は、本発明によって記録媒体にデータを記録したり、記録媒体からデータを再生
する方法に対する他の例を示した図で、特に、上述した第５実施例（図１０Ｃ）を含むフ
ローチャートである。
【０１７８】
　例えば、記録／再生装置がアイドル状態であると（Ｓ３００）、クローズドＳＲＲのう
ち未記録領域が残っているＳＲＲが確認される。前記確認は、上述したＳＲＲＩを用いて
行われる。例えば、"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ＝１ｂ"に設定されたクローズドＳＲ
Ｒのうち最も先頭にあるＳＲＲからバックグラウンドクローズが行われる（Ｓ３０１）。
ダミーデータがその未記録領域に記録される。
【０１７９】
　前記ステップＳ３０１は、システムによってインタラプトが発生しない限り、継続的に
行われる。すなわち、特定のＳＲＲでバックグラウンドクローズが完了されると、"Ｆｉ
ｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ＝１ｂ"である次回のＳＲＲでバックグラウンドクローズが継
続的に行われる。
【０１８０】
　システムによってインタラプトが発生すると（Ｓ３０２）、前記バックグラウンドクロ
ーズが中断され、ＳＲＲエントリー内に関連した情報（"Ｆｉｌｌｅｄ－ｕｐ　ｆｌａｇ"
及び／または"ｂｇ－ｐｒｏｃｅｓｓ　ｆｌａｇ"）が状況に合わせて設定される（Ｓ３０
３）。前記各情報の意味及び記録方法は、上述した図１１Ａ及び図１１Ｃに基づいて説明
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した通りである。また、図１０Ｃのように、ＬＷＡ位置をメモリ１５内に保存しておくこ
とも必要である。以後、前記インタラプト発生に該当する命令（例えば、記録または再生
）が行われる（Ｓ３０４）。もちろん、前記命令（例えば、記録または再生）遂行が完了
され、再び記録／再生装置がアイドル状態になると（Ｓ３００）、上述したステップＳ３
０１のバックグラウンドクローズが再開される。
【０１８１】
　前記ステップＳ３０３のようにＳＲＲエントリー内に管理情報を設定する処理は、必ず
ステップＳ３０４の前に行われるべきではない。例えば、バックグラウンドクローズ遂行
が中断された位置を示すＬＷＡ位置のみが保存されている場合、前記ステップＳ３００か
ら再びバックグラウンドクローズが行われる。一方、前記インタラプト発生に該当する命
令がディスクを記録／再生装置からイジェクト（ｅｊｅｃｔ）する命令であると、前記ス
テップＳ３０３のように関連した情報がＳＲＲエントリー内に設定された後、当該命令（
例えば、イジェクト命令）が行われるべきである。
【０１８２】
　前記インタラプトに該当する命令が記録媒体をクローズする命令であると、図１４Ａ、
図１４Ｂ及び図１４Ｃのうち何れか一つの方法によって前記記録媒体がクローズされる。
【０１８３】
　図７Ａ～図１５を参照して説明した記録媒体方法は、前記記録媒体内のセッションをク
ローズする場合にも同様に利用可能であることが自明である。
【０１８４】
　以上、上述した本発明の好適な実施形態は、例示のために開示されたもので、当業者で
あれば、添付された特許請求の範囲に開示された本発明の技術的思想及びその技術的範囲
内で多様に改良、変更、代替または付加可能であろう。
【図面の簡単な説明】
【０１８５】
【図１】本発明の概念的理解のために示した図である。
【図２】本発明の記録媒体の構造を例示した図である。
【図３】本発明の記録媒体内のデータが記録される方法を例示した図である。
【図４Ａ】本発明による記録範囲のクローズ方法の一例を示した図である。
【図４Ｂ】本発明による記録範囲のクローズ方法の一例を示した図である。
【図５Ａ】本発明による記録範囲のクローズ方法の他の例を示した図である。
【図５Ｂ】本発明による記録範囲のクローズ方法の他の例を示した図である。
【図６】本発明によるＳＲＲをクローズする方法を示したフローチャートである。
【図７Ａ】本発明による記録媒体のクローズ方法に対する第１実施例を示した図である。
【図７Ｂ】本発明による記録媒体のクローズ方法に対する第１実施例を示した図である。
【図８Ａ】本発明による記録媒体のクローズ方法に対する第２実施例を示した図である。
【図８Ｂ】本発明による記録媒体のクローズ方法に対する第２実施例を示した図である。
【図９Ａ】本発明による記録媒体のクローズ方法に対する第３実施例を示した図である。
【図９Ｂ】本発明による記録媒体のクローズ方法に対する第３実施例を示した図である。
【図１０Ａ】本発明による記録媒体のクローズ方法に対する第４実施例を示した図である
。
【図１０Ｂ】本発明による記録媒体のクローズ方法に対する第４実施例を示した図である
。
【図１０Ｃ】本発明による記録媒体のクローズ方法に対する第５実施例を示した図である
。
【図１１Ａ】本発明による管理情報を記録する一例を示した図である。
【図１１Ｂ】本発明による管理情報を記録する一例を示した図である。
【図１１Ｃ】本発明による管理情報を記録する一例を示した図である。
【図１１Ｄ】本発明による管理情報を記録する一例を示した図である。
【図１２】本発明の記録媒体の記録再生装置を示した図である。



(30) JP 2009-529749 A 2009.8.20

【図１３Ａ】本発明による記録媒体の記録／再生方法を示したフローチャートである。
【図１３Ｂ】本発明による記録媒体の管理情報記録方法を示したフローチャートである。
【図１４Ａ】本発明による記録媒体のクローズ方法を示したフローチャートである。
【図１４Ｂ】本発明による記録媒体のクローズ方法を示したフローチャートである。
【図１４Ｃ】本発明による記録媒体のクローズ方法を示したフローチャートである。
【図１５】本発明による記録媒体の記録／再生方法の他の例を示したフローチャートであ
る。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４Ａ】

【図４Ｂ】 【図５Ａ】
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【図５Ｂ】 【図６】

【図７Ａ】 【図７Ｂ】
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【図８Ａ】 【図８Ｂ】

【図９Ａ】 【図９Ｂ】
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【図１０Ａ】 【図１０Ｂ】

【図１０Ｃ】 【図１１Ａ】
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【図１１Ｂ】 【図１１Ｃ】

【図１１Ｄ】 【図１２】
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【図１３Ａ】

【図１３Ｂ】

【図１４Ａ】

【図１４Ｂ】

【図１４Ｃ】 【図１５】
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